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一

は
じ
め
に

―
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
射
程
か
ら

「
核
な
き
世
界
」
や
「
脱
原
発
」
を
叫
ぶ
と
き
、
東
電
の
福
島
第
一
原
発

事
故
以
前
に
も
、
核
被
害
を
受
け
た
人
た
ち
が
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
被
曝
を

背
負
っ
て
生
き
て
い
く
人
た
ち
が
、
地
球
規
模
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

る
ま
い
。

核
被
害
が
世
界
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学
術
研
究
に
先
立

ち
、
先
駆
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
原
水
爆
禁
止
運
動
の
場
で
告
発
さ
れ
問

題
提
起
さ
れ
て
き
た

。
そ
う
し
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
光
を
あ
て
、
核

(1)

被
害
を
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
ら
ず
、
核
被
害
に
心
を
寄
せ
る
新
た
な
研

究
・
教
育
・
実
践
を
生
み
出
し
磨
い
て
い
く
一
つ
の
場
を
作
ろ
う
と
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
研
究
会
を
高
橋
博
子
・
広
島
平
和
研
究
所
研
究
員
と
と

も
に
二
〇
〇
四
年
創
設
し
、
同
研
究
会
を
母
体
に
、
日
本
平
和
学
会
に
分
科

会
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
発
足
さ
せ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
は
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
と
と
も
に
世

◇

小
特
集

ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
〈
語
る
〉

―
核
と
植
民
地
主
義

現
実
感
な
き
帰
島
再
定
住

―
米
核
実
験
場
と
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
訪
ね
て

竹
峰

誠
一
郎

界
で
核
被
害
を
訴
え
る
人
び
と
の
存
在
を
視
野
に
収
め
、
甚
大
な
環
境
汚
染

が
地
球
規
模
で
引
き
起
こ
さ
れ
て
き
た
現
実
を
く
み
取
る
べ
く
措
定
し
た
、

新
た
な
概
念
装
置
で
あ
る
。

放
射
線
被
曝
と
い
う
共
通
項
で
、
広
島
・
長
崎
原
爆
を
含
め
様
々
な
核
被

害
の
問
題
を
横
断
的
に
捉
え
る

。
核
被
害
を
訴
え
る
人
び
と
と
そ
の
支
援

(2)

者
を
世
界
規
模
で
結
び
、
協
力
し
合
う
こ
と
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ

は
志
向
す
る
。

広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
者
の
全
国
組
織
で
あ
る
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
（
日
本
被
団
協
）
が
一
九
五
六
年
に
誕
生
し
た
時
、
初
代
事
務
局
長
に

就
い
た
藤
居
平
一
が
、
世
界
の
核
被
害
者
を
結
集
し
、
世
界
の
被
団
協
を
創

る
こ
と
を
後
に
提
唱
し
、
遺
言
に
残
し
て
い
る
こ
と

を
想
起
し
て
お
き
た

(3)

い
。グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
は
、
社
会
学
者
の
石
田
忠
を
中
心
に
原
爆
被

害
者
の
生
活
史
調
査
で
確
立
さ
れ
て
き
た
「
原
爆
と
人
間
」
の
視
点

を
援

(4)

用
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
爆
被
害
者
の
生
活
史
調
査

を
世
界
の
核
被
害
者

(5)

に
開
く
扉
に
な
る
概
念
で
も
あ
る
。

日
本
平
和
学
会
が
「
被
爆
体
験
に
根
ざ
し
た
戦
争
被
害
者
と
し
て
の
立
場

か
ら
の
普
遍
的
な
平
和
研
究
を
制
度
化
し
よ
う
」（
設
立
趣
意
書
）
と
設
立
さ

れ
、
ま
た
「
被
害
者
や
居
住
者
、
生
活
者
に
視
点
を
定
め
」

日
本
の
環
境

(6)

社
会
学
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
概

念
装
置
に
、
周
縁
に
置
か
れ
て
き
た
核
被
害
を
受
け
た
人
び
と
の
存
在
を
、

議
論
の
中
心
に
本
稿
は
据
え
る
。
そ
し
て
広
島
・
長
崎
原
爆
や
福
島
第
一
原

発
事
故
、
さ
ら
に
地
球
規
模
に
広
が
る
核
被
害
を
念
頭
に
置
き
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
で
核
被
害
を
背
負
う
人
び
と
に
本
稿
は
焦
点
を
あ
て
る
。
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マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

は
、
南
太
平
洋
と
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
が
、
北
半

(7)

球
に
あ
り
、
中
部
太
平
洋
に
位
置
し
て
い
る
。
広
島
原
爆
の
翌
一
九
四
六
年

か
ら
五
八
年
に
か
け
て
、
六
七
回
に
お
よ
ぶ
米
国
の
原
水
爆
実
験
が
、
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
ビ
キ
ニ
と
エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
両
環
礁
を
実
験
場
に
し
て
繰
り
返

さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
三
月
一
日
、
第
五
福
竜
丸
が
被
曝
し
、
ビ
キ
ニ
水
爆

被
災
と
も
記
憶
さ
れ
て
い
る
水
爆
実
験
ブ
ラ
ボ
ー
も
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で

実
施
さ
れ
た
核
実
験
で
あ
る
。
前
田
哲
男
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
マ
ー
シ

ャ
ル
諸
島
は
、
「
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
を
生
み
出
す
母
胎
」

と
な
っ
た
地

(8)

で
あ
り
、「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
ピ
カ
ド
ン
＝
瞬
間
大
量
死
と
異
な
る
、

放
射
線
の
後
遺
的
影
響
に
よ
っ
て
じ
り
じ
り
崩
壊
し
て
い
く
…
…
緩
慢
な
死

の
世
界
が

―
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
よ
り
も
三
二
年
も
ま
え
に

―
こ
こ
で
起

こ
っ
て
い
た
」

地
で
も
あ
る
。

(9)

二
〇
一
四
年
三
月
に
は
、
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
か
ら
六
〇
年
目
の
節
目
を
迎

え
る
。
し
か
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
は
、
核
実
験
で
自
分
た
ち
の
土
地
が

奪
わ
れ
、
自
ら
の
土
地
と
切
り
離
さ
れ
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人

び
と
が
今
な
お
い
る
。
核
実
験
場
と
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
と
、
水
爆
ブ
ラ
ボ
ー
実

験
の
爆
心
地
か
ら
東
に
一
八
〇
キ
ロ
離
れ
た
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
た
ち
で
あ

る
。「

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
土
地
は
、
米
国
や
西
欧
の
社
会
、
あ
る
い
は
日

本
の
そ
れ
と
は
違
う
。
土
地
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
と
共
に
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
の
身
体
の
一
部
だ
。
土
地
は
わ
れ
わ
れ
の
心
臓
部
で
も
あ
る
。
土
地
が

奪
わ
れ
、
身
体
が
引
き
ち
ぎ
ら
れ
、
心
臓
が
と
ら
れ
た
」

と
、
ロ
ン
ゲ
ラ

(10)

ッ
プ
選
出
の
国
会
議
員
で
あ
る
ケ
ネ
ス
は
説
明
す
る
。
「
土
地
が
な
い
、
そ

れ
は
す
な
わ
ち
、
そ
の
人
の
存
在
を
失
う
こ
と
な
の
よ
」

と
、
マ
ー
シ
ャ

(11)

ル
諸
島
の
人
び
と
に
と
っ
て
の
土
地
の
重
み
を
、
水
爆
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
と

き
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
で
被
曝
し
た
レ
メ
ヨ
は
説
明
す
る
。

そ
う
し
た
核
実
験
で
自
ら
の
土
地
を
失
っ
た
か
れ
ら
に
朗
報
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ
バ
モ
ア
米
国
立
研
究
所
は
、
残
留
放
射
能
調

査
を
基
に
「
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
再
居
住
は
可
能
」
と
の
見
解
を
二
〇
一
〇
年

発
表
し
た

。
二
〇
一
一
年
に
入
る
と
共
同
通
信
が
六
月
に
、
「
来
年
末
に

(12)

も
希
望
者
帰
島

水
爆
実
験
で
死
の
灰
降
っ
た
環
礁
」
と
題
し
た
記
事
を
配
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信
し
た

。
さ
ら
に
同
年
九
月
に
は
、
読
売
新
聞
が
一
面
ト
ッ
プ
で
「
核
実

(13)

験
の
地

除
染
進
む
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ
、
「
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
環
礁
の
本

島
で
は
、
来
年
（
二
〇
一
二
年
）
、
元
住
民
の
帰
島
が
実
現
す
る
見
込
み
」
と

報
じ
た

。
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か
ら
は
、
福
島
と
重
ね
な
が
ら
、
ロ
ン
ゲ
ラ

(14)

ッ
プ
の
「
帰
島
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
」
、
「
帰
島
ま
で
を
追
い
た
い
」
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
が
筆
者
に
相
次
い
で
寄
せ
ら
れ
た
。

実
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
二
年
四
月
下
旬
、
筆
者

は
六
年
ぶ
り
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
訪
れ
た
。
首
都
マ
ジ
ュ
ロ
で
ロ
ン
ゲ
ラ

ッ
プ
の
関
係
者
に
話
を
伺
い
、
関
連
文
書
を
収
集
し
た
。
二
〇
一
三
年
八
月

に
も
再
訪
し
、
継
続
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ビ
キ
ニ
の
関
係
者
に
も

話
を
伺
っ
た
。

同
現
地
調
査
に
先
立
ち
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
、
六

度
に
わ
た
り
、
約
八
カ
月
間
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
滞
在
し
、
住
民
の
聞
き
書

き
と
参
与
観
察
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
米
政
府
の
公
式
文
書
の

収
集
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
、
被
曝
地
の
未
来
を
見
据
え
、

再
居
住
を
と
り
ま
く
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
経
過
と
現
状
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
く
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
再
居
住
の
現
状
は
、
人
類
学
者
の
中
原
聖
乃
が
、
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
の
移
住
先
の
メ
ジ
ャ
ッ
ト
で
参
与
観
察
し
、
ロ
ン
ゲ
ラ

ッ
プ
へ
の
帰
島
希
望
者
が
以
前
と
比
べ
少
な
く
な
り
、
一
斉
帰
島
へ
の
疑
問

が
人
び
と
の
間
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る

。
そ
し
て
、
ロ
ン

(15)

ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
は
、
故
郷
に
定
住
は
し
な
く
て
も
、
故
郷
へ
の
ア
ク
セ

ス
権
を
取
り
戻
し
な
が
ら
、
故
郷
を
中
心
に
ま
と
ま
る
こ
と
で
、
放
射
能
と

い
う
危
機
を
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
中
原
は
伝
え
て
い
る

。
(16)

中
原
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
稿
は
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
内
部
の

現
状
を
探
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
米
政
府
側
の
動
き
を
見
据
え
て
い
く
。
く

わ
え
て
再
居
住
計
画
に
至
る
歴
史
的
経
過
も
踏
ま
え
、
さ
ら
に
ビ
キ
ニ
の
状

況
に
も
目
を
向
け
て
い
く
。
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
米
核
実
験
に
伴
う
再
居
住

問
題
を
、
本
稿
は
よ
り
包
括
的
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
再
居
住
計
画
ま
で
の
道
の
り

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
・
一
」

一
九
五
四
年
三
月
一
日
、
水
爆
実
験
ブ
ラ
ボ
ー
が
炸
裂
し
た
と
き
、
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
朝
を
迎
え
て
い
た
。
住
民
代

表
の
ジ
ョ
ン
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
時
だ

っ
た
。
「
北
西
の
方
向
か
ら
光
が
見
え
て
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
、
巨
大
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
黄
色
に
も
、
青
色
に
も
見
え
ま
し
た
。
太
陽
が
も
う
一

つ
昇
っ
て
き
た
か
の
よ
う
で
し
た
。
そ
し
て
音
で
す
。
今
ま
で
聞
い
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
、
そ
れ
は
、
そ
れ
は
大
き
な
音
で
し
た
。
爆
発
音
は
三
回
聞

き
ま
し
た
。
強
風
が
吹
き
あ
れ
、
窓
が
落
ち
た
り
、
机
が
倒
れ
た
り
、
コ
コ

ヤ
シ
や
タ
コ
ノ
キ
が
揺
れ
ま
し
た
。
『
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
』
と
、
藪
の
中

に
逃
げ
込
む
人
も
い
ま
し
た
」

。
(17)

水
爆
ブ
ラ
ボ
ー
の
炸
裂
か
ら
お
お
よ
そ
三
時
間
後
の
こ
と
で
あ
る
。
島
は

濃
い
霧
に
包
ま
れ
暗
く
な
り
、
ジ
ョ
ン
の
頭
上
に
白
い
も
の
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と

降
り
始
め
た
。
「
白
い
粉
」
と
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
微
粒
子
に
放
射
性
物
質
が

付
着
し
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
、
水
爆
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
爆
発
で
粉
々
に
な

り
、
上
空
に
巻
き
上
げ
ら
れ
、
風
に
運
ば
れ
て
、
一
八
〇
キ
ロ
離
れ
た
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
に
降
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
放
射
性
降
下
物
と
言
わ
れ
る
い
わ
ゆ

る
「
死
の
灰
」
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
当
時
住
民
に
は
な
く
、
白
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い
粉
で
遊
ん
だ
子
さ
え
い
た
。「
夕
飯
を
食
べ
た
ら
す
べ
て
苦
い
味
が
し
た
。

午
後
一
〇
時
頃
、
体
が
痒
く
な
り
始
め
た
。
頭
痛
が
し
て
熱
も
出
始
め
た
。

下
痢
も
し
た
。
眠
れ
な
か
っ
た
」

と
、
ジ
ョ
ン
は
証
言
す
る
。

(18)

住
民
が
被
曝
し
た
事
実
は
、
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
を
実
施
し
た
米
第
七
合
同
任

務
部
隊
も
当
然
な
が
ら
把
握
し
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
は
、
ガ
ン
マ
線

の
全
身
照
射
を
毎
時
一
七
五
ラ
ド
（
一
七
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
受
け
た
と

推
定
さ
れ
た

。
さ
ら
に
、
よ
り
深
刻
な
被
曝
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
、
一

(19)

九
八
〇
年
の
米
ブ
ル
ッ
ク
ヘ
ブ
ン
国
立
研
究
所
発
行
の
報
告
書

に
記
さ
れ

(20)

て
い
る
。
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
成
人
は
、
毎
時
一
九
〇
ラ
ド
（
一
九
〇
〇
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
）
に
相
当
す
る
外
部
被
曝
に
加
え
、
男
性
は
一
〇
〇
〇
ラ
ド
（
一

万
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
、
女
性
は
一
一
〇
〇
ラ
ド
（
一
万
一
〇
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
）
に
相
当
す
る
内
部
被
曝
を
甲
状
腺
に
受
け
た
と
推
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
九
歳
で
は
二
倍
の
二
〇
〇
〇
ラ
ド
（
二
万
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
、

一
歳
で
は
五
倍
の
五
〇
〇
〇
ラ
ド
（
五
万
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
の
内
部
被
曝

を
甲
状
腺
に
受
け
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

水
爆
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
か
ら
二
日
経
た
、
三
月
三
日
朝
七
時
半
、
米
駆
逐
艦

が
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
到
着
し
た
。
そ
の
少
し
前
に
は
、
水
上
航
空
機
が
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
に
到
着
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
米
軍
基
地
が
あ
る
ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン

環
礁
に
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
住
民
は
搬
送
さ
れ
た
。

ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
の
米
軍
基
地
に
搬
送
さ
れ
た
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と

は
、
ウ
ト
リ
ッ
ク
の
人
び
と
と
も
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
・
一
」
と
名
付
け

ら
れ
た
「
偶
発
的
に
放
射
性
降
下
物
に
著
し
く
被
曝
し
た
人
間
の
作
用
に
か

か
わ
る
研
究
」
に
組
み
込
ま
れ
、
デ
ー
タ
収
集
の
対
象
に
さ
れ
た

。
(21)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
・
一
で
は
、
血
液
検
査
を
し
、
白
血
球
の
一
種
で
殺
菌

機
能
を
持
つ
好
中
球
数
を
調
べ
る
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
同
調
査
は
、
核
兵

器
使
用
を
想
定
し
、
人
間
が
死
に
至
る
放
射
線
の
量
を
示
す
「
最
小
致
死
吸

収
線
量
」
を
導
く
狙
い
が
あ
っ
た

―
と
、
米
医
師
の
ユ
ー
ジ
ン
・
ク
ロ
ン

カ
イ
ト
は
、
『
朝
日
新
聞
』
の
取
材
で
明
か
し
て
い
る

。
(22)

一
九
五
四
年
七
月
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
今
後
の
調
査
に
向
け
た
会
合
が

原
子
力
委
員
会
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
の
生
物
医
学
部
門
で
開
か
れ
、
注
目
す
べ
き
次

の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。「
こ
の
状
況
は
過
去
に
照
ら
し
て
他
に
類
を
見
な
い
。

核
分
裂
生
成
物
に
よ
る
、
ガ
ン
マ
線
の
全
身
照
射
と
広
範
な
皮
膚
汚
染
が
数

多
く
観
察
さ
れ
た
。
…
…
そ
の
報
告
は
、
‥
‥
医
療
情
報
の
観
点
か
ら
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
軍
事
的
観
点
か
ら
、
放
射
性
降

下
物
の
影
響
を
省
察
す
る
う
え
で
も
同
報
告
は
拠
り
所
に
な
る
こ
と
は
疑
い

な
い
だ
ろ
う
」

。
(23)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
・
一
は
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
に
最
終
報
告
書
が
出
さ

れ
た
が
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
と
ウ
ト
リ
ッ
ク
の
人
び
と
を
対
象
に
し
た
追
跡
調

査
は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
住
む
に
は
安
全
に
な
っ
た
」

米
軍
基
地
に
収
容
さ
れ
て
い
た
ウ
ト
リ
ッ
ク
の
人
び
と
は
、
故
郷
の
島
に

戻
さ
れ
た
。
三
カ
月
ぶ
り
の
帰
郷
だ
っ
た
。
「
住
む
に
は
安
全
に
な
っ
た
」

と
さ
れ
た
が
、
一
九
五
六
年
一
月
に
開
か
れ
た
、
第
五
三
回
原
子
力
委
員
会
・

生
物
医
学
部
諮
問
委
員
会
の
場
で
、
ウ
ト
リ
ッ
ク
の
人
び
と
の
帰
島
に
関
し

て
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

「
三
月
一
日
の
実
験
場
か
ら
は
る
か
に
離
れ
た
ウ
ト
リ
ッ
ク
環
礁
の
住
民

は
、
一
五
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
約
一
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
の
放
射
線
を
浴
び
て

退
避
し
、
そ
の
後
帰
還
し
た
。
か
れ
ら
が
住
ん
で
い
る
島
は
、
住
む
に
は
安

全
だ
が
、
世
界
で
群
を
抜
い
て
最
も
汚
染
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
帰
島
し
て
、
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環
境
上
の
良
質
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
変
興
味
深
い
。
‥
‥
か

れ
ら
は
確
か
に
西
洋
人
の
よ
う
な
生
活
は
し
て
お
ら
ず
、
文
明
人
で
な
い
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
ネ
ズ
ミ
よ
り
は
、
わ
れ
わ
れ
に
近
い
こ
と
も

ま
た
事
実
で
あ
る
」

。
(24)

「
原
住
民
」
が
戻
り
暮
ら
す
こ
と
で
、
か
れ
ら
は
文
明
人
で
は
な
い
が
、

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
環
境
下
で
人
間
が
暮
ら
す
と
ど
う
な
る
の
か
、
そ
れ

を
推
し
量
る
、
貴
重
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
と
の
思
惑
が
、
米
原
子
力
委
員

会
に
は
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

ウ
ト
リ
ッ
ク
に
続
い
て
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
が
、
戻
さ
れ
た
の
は

三
年
以
上
経
た
、
一
九
五
七
年
六
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
住
民

の
帰
島
に
際
し
て
も
、
追
跡
調
査
を
に
ら
ん
だ
思
惑
が
米
原
子
力
委
員
会
に

は
働
い
て
い
た
。
一
九
五
六
年
五
月
に
開
か
れ
た
第
五
六
回
原
子
力
委
員
会

生
物
医
学
部
の
諮
問
委
員
会
で
、
生
物
学
者
の
Ｈ
・
ベ
ン
ト
レ
ー
・
グ
ラ
ス

は
、
「
（
住
民
の
帰
島
は
）
遺
伝
調
査
を
行
う
う
え
で
理
想
的
な
状
況
を
作
り

だ
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
広
島
・
長
崎
で
得
て
き
た
知
見
に
も
勝
る
重
要

な
も
の
に
な
る
」

と
発
言
し
て
い
る
。

(25)

帰
島
か
ら
一
年
半
余
り
経
っ
た
一
九
五
八
年
末
、
ジ
ョ
ン
は
後
に
マ
ー
シ

ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
初
代
大
統
領
に
就
く
ア
マ
タ
・
カ
ブ
ア
に
、
「
ロ
ン
ゲ

ラ
ッ
プ
環
礁
の
人
び
と
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
、
良
く
な
い
状
況
に
あ
る
」

と
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

「
あ
の
爆
弾
が
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ゲ

ラ
ッ
プ
の
‥
‥
す
べ
て
の
コ
コ
ヤ
シ
が
変
な
形
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

の
で
す
。
大
半
の
コ
コ
ヤ
シ
は
枯
れ
か
け
て
お
り
、
幹
は
よ
じ
れ
、
ま
る
で

雷
が
木
々
に
直
撃
し
た
よ
う
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
驚
き
ま
し
た
。
二
つ
に

枝
分
か
れ
し
て
い
る
コ
コ
ヤ
シ
を
見
た
の
で
す
」
、
「
専
門
家
た
ち
が
魚
を
調

査
し
た
結
果
、
‥
‥
サ
ン
ゴ
礁
の
魚
が
良
く
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し

た
、
…
…
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
魚
を
食
べ
る
こ
と
は
す
べ
て
良
く
な
い
と
、
わ

れ
わ
れ
は
実
感
し
て
い
ま
す
。
‥
‥
魚
を
食
べ
る
と
動
き
た
く
な
く
な
る
の

で
す
。
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
も
の
を
食
べ
る
と
、
気
だ
る
く
な
る
と
、
わ
た
し

た
ち
は
今
感
じ
て
い
ま
す
」

。
(26)

「
動
き
た
く
な
く
な
る
」「
気
だ
る
い
」
と
の
ジ
ョ
ン
の
訴
え
は
、
広
島
・

長
崎
の
被
爆
者
が
直
面
し
た
「
原
爆
ぶ
ら
ぶ
ら
病
」
を
連
想
さ
せ
る
。
帰
島

か
ら
一
年
経
つ
と
、
「
一
九
五
八
年
か
五
九
年
頃
か
ら
、
出
産
障
害
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
原
子
力
委
員
会
は
影
響
を
否
定
し
、
安
全

だ
と
言
っ
た
」

と
も
、
ジ
ョ
ン
は
回
想
す
る
。

(27)

「
最
も
価
値
あ
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
」

米
国
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四
・
一
の
後
も
被
曝
し
た
住
民
の
追
跡
調
査
を

続
け
た
。
同
追
跡
調
査
の
責
任
者
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ナ
ー
ド
ら
が
執

筆
し
た
、
一
九
五
七
年
の
医
学
調
査
報
告
書
（
コ
ナ
ー
ド
報
告
）
に
は
、
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
を
追
跡
し
続
け
る
意
義
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
放
射
性
物
質
の
利
用
が
研
究
や
産
業
の
分
野
で
ま
す
ま
す
普
及
し
、
各

種
の
電
離
放
射
線
で
人
間
が
被
曝
す
る
可
能
性
が
増
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
人
間
へ
の
影
響
に
関
す
る
更
な
る
知
見
が
大
い
に
必
要
と
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
」
、
「
被
曝
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
の
集
団
は
、
放
射
線
の
照
射
、
ベ
ー
タ

線
熱
傷
、
放
射
性
物
質
の
体
内
吸
収
と
い
う
予
測
し
得
る
す
べ
て
の
被
曝
を

受
け
て
負
傷
し
て
お
り
、
最
も
価
値
あ
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
」

。
(28)

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
に
は
、「
最
も
価
値
あ
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
」

集
団
と
ま
る
で
実
験
材
料
の
よ
う
に
見
な
し
て
い
た
こ
と
は
伏
せ
ら
れ
、「
わ

れ
わ
れ
が
提
供
し
て
い
る
検
査
は
、
す
べ
て
あ
な
た
方
の
利
益
の
た
め
だ
」



178

な
ど
と
、
コ
ナ
ー
ド
は
住
民
を
前
に
発
言
し
た

。
ま
た
「
戻
っ
て
か
ら
、

(29)

前
と
変
わ
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
こ
こ
の
食
べ
物
や
魚
を
食
べ
る
と
病

気
に
な
る
」
と
ジ
ョ
ン
が
尋
ね
る
と
、「
そ
の
よ
う
な
医
学
的
知
見
は
な
い
」

と
も
コ
ナ
ー
ド
は
答
え
て
い
た

。
(30)

被
曝
の
後
、
「
医
学
調
査
」
の
名
で
、
治
療
と
は
無
縁
の
デ
ー
タ
収
集
が

行
わ
れ
て
い
た
事
例
は
、
ア
イ
リ
ー
ン
・
ウ
ェ
ル
サ
ム
の
『
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

フ
ァ
イ
ル
』

を
は
じ
め
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
文
献
で
明
ら
か
に
な
っ
て

(31)

い
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
限
っ
て
も
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
一
部
の
人
び
と

に
、
一
九
五
七
年
破
傷
風
毒
性
化
学
物
質
の
注
射
が
打
た
れ

、
ま
た
一
九

(32)

六
〇
年
か
ら
六
三
年
に
か
け
て
は
放
射
性
ク
ロ
ム
の
注
射
が
打
た
れ
た

。
(33)

い
ず
れ
も
医
学
調
査
の
中
で
、
本
人
の
同
意
な
し
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。

「
安
全
」
を
自
ら
求
め
て

「
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
び
と
は
今
も
病
気
に
苦
し
ん
で
い
る
。
十
分
な

治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
年
一
回
や
っ
て
く
る
原
子
力
委
員
会
派

遣
の
医
師
た
ち
に
よ
っ
て
恰
好
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
」

。
(34)

一
九
七
一
年
八
月
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
議
会
で
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
選
出
の
下

院
議
員
を
当
時
務
め
て
い
た
ア
タ
ジ
・
バ
ロ
ス
は
、
原
水
爆
禁
止
国
民
会
議

（
原
水
禁
）
が
主
催
し
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
、
右
記
の
よ
う

に
訴
え
た
。
同
時
に
、
日
本
人
医
師
を
現
地
に
派
遣
し
、
被
曝
住
民
の
調
査

を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

原
水
禁
は
迅
速
に
対
応
し
、
一
九
七
一
年
一
二
月
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に

現
地
調
査
団
を
派
遣
し
た

。
一
行
は
、
羽
田
空
港
を
発
ち
、
グ
ア
ム
を
経

(35)

由
し
、
現
在
の
首
都
マ
ジ
ュ
ロ
に
予
定
ど
お
り
到
着
し
た
。
調
査
団
は
住
民

に
歓
迎
さ
れ
た
。
し
か
し
、
原
水
禁
が
被
曝
地
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
入
島
す
る

こ
と
を
、
信
託
統
治
領
政
府
は
固
く
阻
ん
だ
。
同
行
取
材
を
し
た
朝
日
新
聞

社
の
岩
垂
弘
は
、「
お
そ
ら
く
Ｃ
Ｉ
Ａ
（
米
中
央
情
報
局
）
と
思
う
ん
で
す
が
、

グ
ア
ム
か
ら
ず
っ
と
尾
行
し
て
、
調
査
団
を
監
視
し
て
い
た
。
非
常
に
不
気

味
で
し
た
」

と
、
緊
迫
し
た
当
時
の
様
子
を
語
る
。

(36)

一
九
七
一
年
一
二
月
、
原
水
禁
が
計
画
し
た
現
地
調
査
が
米
国
に
拒
ま
れ

た
こ
と
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
現
地
住
民
か
ら
強
い
不
満
が
噴
出
し
、
さ

ら
に
批
判
は
在
住
米
国
人
に
も
広
が
っ
た

。
原
水
禁
の
調
査
団
は
ロ
ン
ゲ

(37)

ラ
ッ
プ
に
行
け
な
か
っ
た
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
と
日
本

の
原
水
爆
禁
止
運
動
を
結
ぶ
絆
は
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
七
四
年
に
は
、
当
時
の
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
住
民
代
表
の
ネ
ル
ソ
ン
が
、

ヨ
ッ
ト
の
「
フ
リ
ー
号
」
に
乗
っ
て
日
本
を
訪
れ
、
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
参

加
し
た
。
ネ
ル
ソ
ン
は
、
「
い
ま
私
は
は
じ
め
て
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
耳
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
口
も
。
こ
れ
か
ら

私
は
一
生
懸
命
や
り
ま
す
」

と
、
来
日
し
た
感
想
を
当
時
語
っ
て
い
る
。

(38)

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
ネ
ル
ソ
ン
は
、
非
核
太
平
洋
会
議
に
も
立
ち
寄
り
、
帰

路
に
経
由
し
た
ハ
ワ
イ
で
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
コ
ナ
ー
ド
に
宛
て
て
書
い

た
。「

‥
‥
米
政
府
の
戦
争
指
導
者
の
情
報
集
め
に
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
気

遣
っ
て
く
れ
る
医
師
に
わ
た
し
た
ち
は
診
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
常
に
生

活
を
共
に
し
て
く
れ
る
医
師
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
‥
‥
助
け
て
く
れ
る

人
が
世
界
に
い
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
今
知
っ
て
い
ま
す
。
も
は
や
あ

な
た
に
は
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
は
来
て
も
ら
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」

。
(39)

住
民
側
の
反
発
が
強
ま
る
な
か
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
議
会
の
場
で
も
、
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
と
ウ
ト
リ
ッ
ク
の
人
び
と
の
被
曝
実
態
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
米
国
に
よ
る
医
学
調
査
が
問
題
に
浮
上
し
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
と
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ウ
ト
リ
ッ
ク
両
環
礁
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
、
一
九
七
二
年
設
立
さ
れ
た

。
(40)

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
議
会
の
場
で
も
問
題
に
浮
上
し
た
米
国
の
医
学
調
査
は
、

住
民
の
反
発
が
強
ま
る
な
か
、
一
九
七
〇
年
代
の
半
ば
以
降
、
変
化
の
兆
し

が
多
少
は
出
て
き
た

。
医
学
調
査
に
先
立
っ
て
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
、

(41)

調
査
結
果
が
マ
ー
シ
ャ
ル
語
で
語
ら
れ
、
住
民
と
質
疑
応
答
す
る
時
間
が
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
調
査
結
果
を
記
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
語
の

小
冊
子
が
発
行
さ
れ
、
医
師
の
常
駐
も
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
治
療
の
要
素
が

盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
医
学
調
査
の
部
分
的
改
善
だ
け
で
な
く
、
健
康
管
理
制
度
が
新

た
に
構
想
さ
れ
た
。
「
ご
存
知
の
よ
う
に
、
ウ
ト
リ
ッ
ク
と
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ

の
人
び
と
の
間
で
健
康
管
理
の
不
満
の
声
が
明
確
な
形
で
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
二
つ
の
環
礁
の
人
び
と
に
対
す
る
健
康
管
理
の
拡
充
措
置
に
関
し
、

貴
兄
の
助
言
を
求
め
る
た
め
こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
」
と
の
書
き
出
し

で
始
ま
る
書
簡
が
、
原
子
力
委
員
会
の
後
継
機
関
で
あ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
開
発
局
（
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
）
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｌ
・
レ
バ
ー
マ
ン
か
ら
高
等

弁
務
官
代
理
宛
て
に
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
一
八
日
送
付
さ
れ
た

。
(42)

住
民
の
不
満
を
受
け
て
検
討
さ
れ
た
健
康
管
理
制
度
は
、
議
論
の
末
、
医

学
調
査
と
は
別
建
て
と
な
り
、
内
務
省
が
主
導
し
て
新
た
な
制
度
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た

。
関
連
法
案
（
公
法
九
六
・
二
〇
五
号
）
は
、
一
九
八

(43)

〇
年
三
月
に
米
議
会
で
可
決
さ
れ
、
そ
の
後
実
施
に
移
さ
れ
た
。

つ
い
に
よ
う
や
く
、
追
跡
調
査
で
は
な
く
、
健
康
管
理
制
度
が
設
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
医
学
調
査
そ
の
も
の
は
部
分
的
改
善

が
図
ら
れ
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
、
住
民
が
抱
い
て
い
た
米
医
師
に
対
す
る
不

信
や
不
安
は
、
容
易
に
払
拭
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
米
政
府
が
一
九
七
八
年
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
北
部
一
帯

で
実
施
し
た
残
留
放
射
能
調
査
の
結
果
が
小
冊
子

に
ま
と
め
ら
れ
、
マ
ー

(44)

シ
ャ
ル
語
に
翻
訳
さ
れ
、
一
九
八
二
年
に
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
の
手
に

渡
さ
れ
た
。

同
冊
子
に
は
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
残
留
放
射
能
が
ビ
キ
ニ
と
一
部
同
レ
ベ

ル
に
あ
る
こ
と
が
、
地
図
上
で
示
さ
れ
て
い
た

。
後
述
す
る
が
、
ビ
キ
ニ

(45)

は
、
人
の
居
住
に
適
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る

ビ
キ
ニ
と
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
残
留
放
射
能
が
、
似
た
水
準
に
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
お
り
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
が
日
頃
感
じ
て
い
た
不
安
が
裏
付

け
ら
れ
た
形
に
な
っ
た

。
(46)

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
は
、
同
報
告
書
を
機
に
集
団
移
住
に
舵
を
切
っ
た
。

一
九
八
四
年
二
月
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
は
、
自
ら
の
土
地
で
あ
る
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
環
礁
か
ら
全
員
を
退
去
さ
せ
る
重
大
な
決
断
を
下
し
た
。
「
ロ
ン

ゲ
ラ
ッ
プ
を
離
れ
、
他
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
チ
ェ
ト
ン
が
言
っ
た
。
移
住
は

し
た
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
次
世
代
の
た
め
に
移
住
し
た
」
と
、
カ
ト

リ
ー
ネ
が
語
る
よ
う
に
、
当
時
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
選
出
の
国
会
議
員
チ
ェ
ト

ン
・
ア
ン
ジ
ャ
イ
ン
が
集
団
移
住
を
主
導
し
た
。

チ
ェ
ト
ン
は
米
議
会
に
働
き
掛
け
、
移
住
に
伴
う
資
金
を
得
よ
う
と
し
た

が
、
困
難
を
極
め
た

。
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
レ
イ
は
「
ロ
ン
ゲ

(47)

ラ
ッ
プ
の
人
び
と
の
不
安
は
被
曝
で
金
を
得
よ
う
と
す
る
弁
護
士
の
作
り
話

で
あ
る
」
と
発
言
し
、
あ
る
内
務
省
高
官
か
ら
は
「
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
放
射

線
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
比
べ
て
多
量
と
は
言
え
な
い
水
準
で
あ
る
」
と

の
発
言
ま
で
飛
び
出
し
た

。
(48)

米
国
か
ら
の
支
援
見
通
し
が
立
た
な
い
な
か
、
集
団
移
住
に
協
力
し
た
の

は
、
太
平
洋
の
非
核
独
立
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
出
合
っ
て
い

っ
た
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
五
月
、
グ
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リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
船
に
乗
り
、
住
民
は
、
移
住
先
の
ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
環
礁
メ

ジ
ャ
ッ
ト
島
に
移
住
し
た
。

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
を
離
れ
た
後
も
、
残
留
放
射
能
を
除
去
し
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ

プ
で
再
び
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
チ
ェ
ト
ン
は
米
政
府
に
求
め
続
け
た
。
そ

し
て
つ
い
に
一
九
九
一
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
と
は
異
な
る
第
三
者
機
関
が
ロ

ン
ゲ
ラ
ッ
プ
を
再
調
査
す
る
必
要
性
を
、
米
政
府
に
認
め
さ
せ
た
。

同
年
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
と
チ
ェ
ト
ン
に
対
し
、
も
う
一
つ
の
ノ

ー
ベ
ル
賞
と
呼
ば
れ
る
「
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
リ
フ
ッ
ド
賞
」
が
贈
ら
れ
た

。
(49)

「
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
暮
ら
す
権
利
を
掲
げ
、
米
国
の
核

政
策
に
断
固
た
た
か
い
を
挑
ん
で
い
る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

三

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
再
居
住
計
画
の
実
際

希
望
な
き
再
居
住
計
画

一
九
九
六
年
九
月
、
米
内
務
省
は
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
に
四
五
〇
〇
万

ド
ル
を
支
払
う
こ
と
で
、
再
居
住
計
画
は
つ
い
に
合
意
に
達
し
、
米
内
務
省

と
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ
た

。
そ
し
て
一
九
九

(50)

八
年
、
除
染
を
含
め
た
工
事
が
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
本
島
で
始
ま
っ
た
。

一
九
八
六
年
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
が
独
立
す
る
と
き
、
米
政
府
は
、

核
実
験
補
償
責
任
を
認
め
た
自
由
連
合
協
定
第
一
七
七
条

に
基
づ
き
、
一

(51)

億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
っ
た
が
、
同
時
に
「
過
去
、
現
在
、
未
来
に
渡

る
す
べ
て
の
賠
償
請
求
に
対
し
完
全
決
着
と
い
う
法
的
な
形
式
を
、
同
協
定

は
与
え
る
も
の
で
あ
る
」（
自
由
連
合
協
定
第
一
七
七
条
項
実
施
協
定
、
第
一
〇

条
第
一
項
）
と
さ
れ
た

。
(52)

そ
う
し
た
な
か
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
再
居
住
計
画
は
、
こ
の
「
完
全
決
着
」

の
壁
を
破
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
生
活
拠
点
で
あ
っ
た
自
分

た
ち
の
土
地
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
住
民
の
熱
意
と
行
動
が
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ

プ
に
被
曝
問
題
が
あ
る
こ
と
を
米
政
府
に
認
め
さ
せ
、
再
居
住
計
画
を
米
政

府
に
着
手
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
再
居
住
計
画
か
ら
帰
島
へ
の
道
の
り
は
単
純
で
は
な
か
っ
た
。

再
居
住
計
画
が
着
工
し
て
一
五
年
余
り
の
月
日
が
流
れ
た
が
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ

プ
の
人
び
と
は
今
な
お
帰
島
し
て
い
な
い
。

現
在
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
の
代
表
を
務
め
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
タ
ヨ

シ
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

、「
港
、
空
港
、

(53)

道
路
が
建
設
さ
れ
、
五
〇
戸
の
家
屋
の
建
設
が
概
ね
終
了
し
た
。
発
電
や
水

道
施
設
も
整
っ
て
い
る
」
と
胸
を
張
っ
た
。
観
光
客
用
の
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊
施

設
も
完
備
さ
れ
、
養
豚
や
黒
真
珠
の
養
殖
が
始
ま
っ
て
お
り
、
帰
島
後
の
働

く
場
も
創
出
し
て
い
る
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
七
〇
人
余
り
の
再
居
住
計
画

の
従
事
者
や
そ
の
家
族
が
、
す
で
に
今
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
島
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を
挙
げ
、
「
再
居
住
は
ゆ
っ
く
り
だ
が
進
ん
で
い
る
」
と
も
述
べ
た
。

し
か
し
、
住
民
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
て
も
、
帰
島
に
向
け
た
機
運
が
盛

り
上
が
り
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
の
間
で
、
期
待
や
希
望
が
高
ま
っ
て

い
る
様
子
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
時
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ

で
被
曝
し
た
レ
メ
ヨ
は
、
二
〇
〇
三
年
時
点
で
は
「
戻
る
か
ど
う
か
は
決
め

て
い
な
い
。
も
し
安
全
な
ら
ば
帰
る
」

と
語
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
二
年

(54)

に
は
「
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
行
っ
て
死
に
た
い
と
い
う
人
も
い
る
」
と
前
置
き

を
し
つ
つ
も
、
「
わ
た
し
は
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
帰
島
に
反
対
し
続
け
る
」
(55)

と
、
明
確
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
で
被
曝
し

た
ジ
ョ
ニ
ー
タ
は
、
「
（
米
本
土
の
）
シ
ア
ト
ル
に
も
う
し
ば
ら
く
し
た
ら
行

く
こ
と
に
し
た
わ
。
娘
が
い
る
か
ら
、
娘
に
呼
ば
れ
た
の
」

と
語
り
、
帰

(56)
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島
は
全
く
視
野
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

推
進
の
立
場
に
立
つ
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
の
執
行
部
で
あ
る
デ
ィ
ー
ン

に
聞
い
て
も
、
「
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
戻
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
と
し
つ
つ

も
、
「
い
つ
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
小
学
校
と
診
療
所
が
必
要
だ
」
と

の
答
え
が
返
っ
て
き
た

。
同
じ
く
推
進
派
に
数
え
ら
れ
る
ボ
ル
カ
イ
ン
も

(57)

「
家
が
建
ち
、
学
校
と
診
療
所
が
で
き
、
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
ら
、
島
に
帰

る
べ
き
だ
」
と
し
た
う
え
で
、
「
帰
島
す
る
の
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
い
か

な
い
」
と
付
け
加
え
た

。
(58)

二
人
が
帰
島
条
件
に
挙
げ
た
小
学
校
と
診
療
所
の
建
設
は
、
二
〇
一
二
年

五
月
の
時
点
で
は
ま
っ
た
く
目
途
す
ら
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
再
居
住
計
画

を
推
進
す
る
自
治
体
長
の
マ
タ
ヨ
シ
も
、
「
再
居
住
を
祝
う
式
典
を
開
く
計

画
は
な
い
」

と
語
る
。

(59)

文
化
・
歴
史
・
心
へ
の
想
像
力

ロ
ー
レ
ン
ス
・
リ
バ
モ
ア
米
国
立
研
究
所
は
、
再
居
住
に
向
け
、
ロ
ン
ゲ

ラ
ッ
プ
本
島
の
住
宅
地
周
辺
の
土
壌
表
面
を
剥
ぎ
取
り
、
入
れ
替
え
る
と
と

も
に
、
カ
リ
ウ
ム
を
撒
き
、
植
物
へ
の
セ
シ
ウ
ム
一
三
七
の
吸
収
を
抑
え
る

措
置
を
取
り
、
さ
ら
に
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
も
設
置
し
、
放
射
線
防

護
基
準
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る

。
(60)

し
か
し
、
そ
こ
に
は
例
え
低
線
量
で
も
継
続
す
る
内
部
被
曝
の
問
題
と
と

も
に
、
帰
島
し
た
後
、
住
民
が
そ
の
地
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
を
立
て
て
い

く
の
か
、
生
活
へ
の
想
像
力
が
決
定
的
に
欠
如
し
て
い
る
。
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ

環
礁
は
、
一
つ
の
島
で
は
な
く
、
六
〇
余
の
島
々
が
円
を
描
く
よ
う
に
連
な

り
、
そ
の
内
側
に
は
、
穏
や
か
な
礁
湖
（
ラ
グ
ー
ン
）
が
広
が
っ
て
い
る
。

住
民
は
本
島
に
家
を
構
え
つ
つ
も
、
本
島
以
外
の
無
人
の
島
々
や
礁
湖
を
は

じ
め
環
礁
全
域
を
使
っ
て
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
除
染
は
、

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
本
島
の
し
か
も
住
宅
地
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
。
生
活
域
全

体
に
除
染
が
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
わ
た
し
た
ち
は
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
で
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
の
？

建
物
は
で
き
た
け
れ
ど
も
、
食
べ
物
は
？

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
も
食
べ
る
だ

ろ
う
。
い
く
ら
北
部
の
ほ
う
は
ダ
メ
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
生
き
る
た
め
に
は

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
を
獲
り
に
行
く
で
あ
ろ
う
。
年
寄
り
は
い
い
が
、
子
ど
も

や
孫
た
ち
へ
の
影
響
は
？
」

と
、
レ
メ
ヨ
は
問
い
か
け
る
。

(61)

加
え
て
、
「
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
が
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
信
じ
る
の
は

難
し
い
。
多
く
の
疑
問
が
あ
る
が
、
誰
も
答
え
て
い
な
い
」

と
、
地
元
紙

(62)

の
『
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
編
集
長
を
務
め
る
ギ

フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
指
摘
す
る
。
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
時
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
で

被
曝
し
た
チ
マ
コ
は
、
「
戻
り
た
い
。
怖
い
け
ど
。
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
は
も
う

安
全
だ
と
ア
メ
リ
カ
の
人
は
言
っ
た
け
ど
、
信
じ
ら
れ
な
い
。
ま
だ
安
全
で

は
な
い
わ
」

と
、
複
雑
な
胸
の
内
を
生
前
語
っ
て
い
た
。

(63)

先
述
し
た
よ
う
に
水
爆
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
の
被
曝
か
ら
三
年
後
の
帰
島
措

置
、
さ
ら
に
は
コ
ナ
ー
ド
ら
の
医
学
調
査
を
経
て
、
今
再
び
米
国
の
安
全
宣

言
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
米
大
統
領
の
安
全
宣
言
が
取
り

消
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
の
先
例
も
あ
る
。
過
去
の
謝
罪
が
省
か
れ
語
ら
れ
る
「
安

全
」
の
言
説
は
、
い
く
ら
数
値
や
リ
ス
ク
評
価
を
持
ち
出
し
て
も
、
住
民
の

多
く
に
説
得
力
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

「
コ
ナ
ー
ド
の
一
団
は
、
見
た
目
は
良
さ
そ
う
な
人
で
、
礼
儀
正
し
か
っ

た
。
全
員
い
い
人
で
、
親
切
だ
っ
た
。
ス
ト
ウ
博
士
も
そ
う
ね
。
話
す
の
が

う
ま
い
し
、
飴
を
配
っ
た
り
し
て
、
人
を
集
め
る
の
が
う
ま
か
っ
た
。
し
か

し
そ
の
裏
で
、
治
療
で
は
な
く
、
調
査
を
し
て
い
た
の
よ
ね
」

と
、
ビ
リ

(64)
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ア
ム
は
語
る
。

「
安
全
」
や
「
大
丈
夫
」
と
の
言
説
が
安
易
に
語
ら
れ
、
住
民
の
訴
え
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
か
っ
た
歴
史
的
な
つ
け
が
今
、
帰
島
を
め
ぐ
る
問

題
を
さ
ら
に
複
雑
化
さ
せ
、
困
難
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

帰
島
を
求
め
る
米
国
か
ら
の
圧
力

住
民
が
背
負
う
文
化
や
歴
史
が
抜
き
取
ら
れ
、
住
民
の
気
持
ち
が
十
分
追

い
つ
か
な
い
ま
ま
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
は
帰
島
を
推
進
す
る
。
ロ
ン
ゲ

ラ
ッ
プ
の
土
地
の
伝
統
的
権
力
者
で
あ
る
イ
ロ
ジ
と
ア
ラ
ブ
、
さ
ら
に
は
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島
政
府
も
、
大
方
帰
島
定
住
に
慎
重
な
立
場
を
採
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
は
な
ぜ
、
帰
島
を
推
進
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
米
政
府
機
関
か
ら
の
圧
力
が
あ
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
三
月
二
九
日
、
米
内
務
省
の
ニ
コ
ラ
オ
・
Ｉ
・
プ
ー
ラ

島
Jr.

嶼
局
長
は
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
長
の
マ
タ
ヨ
シ
に
宛
て
次
の
よ
う
な
手

紙
を
送
っ
て
い
る
。

「
内
務
省
は
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
が
再
居
住
費
用
を
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ

島
の
活
動
に
の
み
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
…
…
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自

治
体
は
、
マ
ジ
ュ
ロ
環
礁
や
ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
環
礁
イ
バ
イ
島
や
メ
ジ
ャ
ッ
ト

島
の
移
住
先
に
再
居
住
基
金
を
用
い
る
こ
と
を
漸
次
取
り
止
め
る
こ
と
」
、

「
繰
り
返
す
が
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
島
は
安
全
に
居
住
で
き
る
こ
と
は
証
明
さ

れ
て
い
る
。
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
は
、
た
だ
ち
に
移
住
す
る
選
択
を
し
、

再
居
住
し
な
い
と
自
ら
選
択
し
た
者
は
、
も
は
や
移
住
者
と
み
な
し
て
は
な

ら
な
い
」

。
(65)

実
際
、
マ
ジ
ュ
ロ
や
イ
バ
イ
、
メ
ジ
ャ
ッ
ト
で
も
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び

と
が
家
を
建
て
る
の
に
、
再
居
住
基
金
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
「
今
は
で
き

な
い
」
と
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
議
員
の
ジ
ャ
キ
ー
ン
は
指
摘
す
る

。
(66)

米
内
務
省
は
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
に
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
島
へ
の
帰
島
を

迫
り
、
資
金
を
移
住
生
活
を
支
え
る
た
め
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
停
止
す
る

よ
う
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
期
限
を
き
っ
て
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月

一
日
ま
で
に
帰
島
す
る
よ
う
に
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
は
迫
ら
れ
た
。

帰
島
の
期
限
が
迫
っ
た
二
〇
一
一
年
五
月
六
日
、
米
内
務
省
次
官
補
の
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
Ｍ
・
バ
ボ
ー
タ
は
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
長
の
マ
タ
ヨ
シ
に

宛
て
、
「
あ
な
た
と
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
議
員
が
確
約
し
た
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ

の
人
び
と
が
メ
ジ
ャ
ッ
ト
島
か
ら
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
本
島
に
戻
る
期
日
が
二

〇
一
一
年
一
〇
月
一
日
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
な
た
は
覚
え
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
」

と
、
帰
島
の
期
限
を
念
押
し
す
る
書
簡
が
届
け
ら
れ
た
。

(67)

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
選
出
の
国
会
議
員
ケ
ネ
ス
・
ケ
デ
ィ
は
、
「
米
国
は
帰
島

を
強
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
自
由
に
選
べ
ば
い
い
と
い
う
が
、
頭
に
銃
を

突
き
つ
け
て
い
る
。
自
由
に
選
択
な
ん
て
で
き
る
も
の
か
」

と
、
批
判
を

(68)

強
め
る
。
さ
ら
に
「
『
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
戻
り
た
い
か
』
と
聞
く
の
は
誤
っ

て
い
る
。
皆
帰
り
た
い
と
思
う
の
は
自
然
な
こ
と
だ
。
問
う
べ
き
は
、
帰
り

た
い
か
否
か
で
は
な
く
、
安
全
か
ど
う
か
だ
」

と
続
け
た
。

(69)

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
再
居
住
計
画
と
帰
島
を
め
ぐ
る
動
き

は
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
住
民
や
自
治
体
の
動
向
を
追
う
だ
け
で
な
く
、
米
政

府
の
権
力
の
考
察
な
く
し
て
は
十
分
読
み
解
け
な
い
。
「
米
国
と
し
て
は
補

償
交
渉
の
窓
口
を
閉
じ
た
い
。
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
に
住
民
が
帰
れ
ば
問
題
は
終

わ
り
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」

と
、
地
元
紙
の
編
集
長
を
務
め
る
ギ
フ
・

(70)

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
指
摘
す
る
。

設
定
さ
れ
た
帰
島
の
期
限
は
過
ぎ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
八
月
現
在
、

労
働
者
や
そ
の
家
族
が
五
〇
名
程
度
住
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
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ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
全
体
が
帰
島
に
む
け
動
い
て
い
る
様
子
は
全
く
う
か
が
え
な

い
。
推
進
の
立
場
を
と
る
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
自
治
体
長
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
タ

ヨ
シ
も
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
市
庁
舎
で
執
務
す
る
機
会
は
減
り
、
二
〇
一
三
年

八
月
に
再
訪
し
た
と
き
に
は
、
米
国
や
台
湾
か
ら
援
助
を
引
き
出
し
、
首
都

マ
ジ
ュ
ロ
で
養
殖
魚
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
精
を
出
す

な
ど
、
再
居
住
計
画

(71)

に
集
中
し
て
い
る
様
子
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。

四

ビ
キ
ニ
の
再
居
住
計
画
を
め
ぐ
る
経
過
と
現
状

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
と
と
も
に
、
自
ら
の
土
地
と
切
り
離
さ
れ
た
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
核
実
験
場
で
あ
っ
た
ビ
キ
ニ
は
、
再
居
住
を
め
ぐ
り
ど
の

よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

米
大
統
領
の
「
安
全
」
宣
言

一
九
五
八
年
を
最
後
に
、
米
国
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
の
核
実
験
を
停
止

し
た
。
し
か
し
、
核
実
験
が
終
わ
っ
て
も
な
お
、
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
は
、
キ

リ
島
な
ど
で
移
住
生
活
が
続
い
た
。

ヤ
シ
油
の
原
料
と
な
る
「
コ
プ
ラ
を
作
っ
た
り
、
漁
に
出
か
け
た
り
、
コ

コ
ヤ
シ
に
登
っ
て
、
ヤ
シ
ガ
ニ
や
ヤ
シ
の
実
を
取
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
さ
」

と
、
ト
シ
ロ
ー
は
子
ど
も
の
頃
の
キ
リ
島
を
思
い
起
こ

(72)

す
。
し
か
し
、
「
生
活
自
体
は
、
良
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
」
と
語
る
。

「
コ
プ
ラ
船
は
、
あ
ま
り
来
ず
、
半
年
に
一
回
だ
っ
た
り
、
時
に
年
に
一

回
だ
っ
た
り
し
た
ん
だ
」

と
、
当
時
の
キ
リ
島
の
生
活
を
ボ
ー
ン
は
振
り

(73)

返
る
。
船
が
来
な
い
た
め
「
砂
糖
や
石
鹸
を
得
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
。
服

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
四
、
五
カ
月
同
じ
服
を
着
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

ん
だ
。
タ
コ
ノ
キ
の
葉
で
作
っ
て
い
た
家
は
雨
漏
り
も
し
た
」
と
ボ
ー
ン
は

語
る
。

米
国
は
一
九
四
六
年
に
ビ
キ
ニ
に
核
実
験
場
を
建
設
し
、
土
地
の
住
民
を

追
い
出
し
、
そ
の
土
地
を
占
有
し
た
が
、
住
民
側
と
は
何
ら
の
協
定
も
結
ん

で
い
な
か
っ
た
。
移
住
か
ら
一
〇
年
以
上
経
て
、
よ
う
や
く
一
九
五
六
年
一

一
月
、
米
政
府
が
三
二
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
に
支
払
う
使

用
協
定
が
締
結
さ
れ
た

。
「
米
政
府
が
ビ
キ
ニ
環
礁
を
占
有
し
使
用
す
る

(74)

必
要
が
も
は
や
な
い
と
判
断
さ
れ
る
時
ま
で
、
ビ
キ
ニ
環
礁
の
使
用
権
は
米

政
府
が
所
有
す
る
」
こ
と
が
同
協
定
に
明
記
さ
れ
、
そ
の
見
返
り
に
三
二
万

五
〇
〇
〇
ド
ル
が
支
払
わ
れ
た
。

一
九
六
七
年
、
米
人
類
学
者
の
ト
ー
ビ
ン
は
キ
リ
島
で
調
査
を
実
施
し
、

「
皆
ビ
キ
ニ
に
戻
っ
て
生
活
し
た
い
と
の
回
答
だ
っ
た
」

と
報
告
し
て
い

(75)

る
。
小
学
生
同
士
で
も
「
将
来
ど
う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
ビ
キ
ニ

に
戻
り
た
い
な
ど
と
話
し
て
い
た
。
『
一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
ビ
キ
ニ
の
た

め
に
貢
献
し
て
く
れ
』
と
地
区
長
（
ア
ラ
ッ
プ
）
に
言
わ
れ
て
い
た
」
と
、

ト
シ
ロ
ー
は
当
時
を
振
り
返
る
。

一
九
六
八
年
二
月
、
キ
リ
島
に
駐
留
し
て
い
た
米
平
和
部
隊
員
か
ら
国
連

信
託
統
治
理
事
会
に
「
な
ぜ
ビ
キ
ニ
に
戻
れ
な
い
の
か
、
…
…
信
託
統
治
理

事
会
は
キ
リ
島
の
状
況
を
わ
か
っ
て
い
る
の
か
、
…
…
問
題
解
決
の
た
め
ビ

キ
ニ
の
人
び
と
に
援
助
を
」
と
訴
え
る
請
願
書
（T

/P
E
T
.
10/40

）
が
提
出
さ

れ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
一
九
六
八
年
五
月
、
米
原
子
力
委
員
会
が
関
わ
り
「
ビ

キ
ニ
環
礁
は
再
び
人
間
が
居
住
す
る
の
に
安
全
に
な
っ
た
」
と
の
調
査
報
告
(76)

が
ま
と
め
ら
れ
た
。
同
報
告
を
基
に
、
一
九
六
八
年
八
月
、
リ
ン
ド
ン
・
Ｂ
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
の
名
で
「
ビ
キ
ニ
は
帰
島
し
て
安
全
」
と
の
宣
言
が
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出
さ
れ
た

。
(77)

大
統
領
の
「
安
全
」
宣
言
が
出
さ
れ
た
翌
一
九
六
九
年
、
ビ
キ
ニ
の
再
居

住
計
画
が
始
動
し
た

。
再
居
住
計
画
は
、
「
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
を
故
郷
の

(78)

島
々
に
戻
す
法
的
な
責
任
は
米
国
に
は
な
い
が
、
道
義
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
」
で
あ
り
、
「
国
連
や
信
託
統
治
理
事
会
で
の
米
国
の
政
治
的
立
場
を
強

化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
、
内
務
省
の
公
文
書
に
説
明
さ
れ
て
い
る

。
(79)

再
居
住
に
向
け
、
半
年
か
け
て
除
染
作
業
が
行
わ
れ
た
。
作
業
に
は
一
部

の
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
も
雇
わ
れ
参
加
し
た
。
「
給
料
は
と
て
も
い
い
と
は
言

え
な
か
っ
た
が
、
お
金
を
得
る
た
め
に
参
加
し
た
の
さ
」
と
語
る
ボ
ー
ン
は
、

作
業
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る

。
「
作
業
着
が
渡
さ
れ
て
、
帽
子

(80)

を
か
ぶ
り
手
袋
を
着
け
、
眼
鏡
と
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
人
の

労
働
者
は
八
〇
人
く
ら
い
で
、
作
業
責
任
者
の
ア
メ
リ
カ
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
も
い
た
。
時
給
は
一
・
五
ド
ル
。
通
常
六
カ
月
ご
と
の
交
代
制
だ
っ
た
が
、

お
れ
は
続
け
て
一
年
半
や
っ
た
。
放
射
線
に
対
す
る
心
配
は
な
か
っ
た
。
す

ぐ
に
で
も
ビ
キ
ニ
に
戻
り
た
か
っ
た
」
。

「
ビ
キ
ニ
の
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
作
戦
が
完
了
し
た
」
と
の
報
告
が
、
一
九

六
九
年
一
〇
月
、
原
子
力
委
員
会
に
伝
え
ら
れ
た

。
一
九
六
九
年
九
月
、

(81)

報
道
関
係
者
に
ビ
キ
ニ
は
公
開
さ
れ
、
「
再
び
居
住
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ビ
キ
ニ
」

な
ど
と
報
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
の
再
居
住

(82)

は
、
単
純
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。

ビ
キ
ニ
再
び
閉
鎖
へ

原
子
力
委
員
会
と
信
託
統
治
領
政
府
は
帰
島
を
呼
び
掛
け
た
。
し
か
し
ビ

キ
ニ
の
代
表
者
は
、
ま
ず
島
を
元
通
り
に
し
て
損
害
を
償
う
こ
と
を
求
め
た
。

「
ア
メ
リ
カ
は
三
〇
億
ド
ル
の
金
を
使
っ
て
ビ
キ
ニ
を
壊
し
た
ん
だ
。
と
こ

ろ
が
島
の
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
に
使
っ
た
金
は
四
三
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
。
こ
ん

な
馬
鹿
げ
た
話
は
な
い
、
…
…
あ
な
た
た
ち
は
ビ
キ
ニ
を
壊
す
の
に
三
〇
億

ド
ル
も
金
を
使
っ
た
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
な
ら
、
お
れ
た
ち
に
も
そ
れ

だ
け
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
」

と
、
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
は
、
帰
島
を
促
し

(83)

に
来
た
原
子
力
委
員
会
の
関
係
者
に
詰
め
寄
っ
た
。
一
九
六
九
年
一
二
月
、

ビ
キ
ニ
の
人
び
と
は
、
核
実
験
に
伴
う
土
地
の
被
害
と
、
移
住
先
で
の
苦
難

な
生
活
に
対
す
る
償
い
を
求
め
、
高
等
弁
務
官
に
一
億
ド
ル
を
請
求
し
た

。
(84)

さ
ら
に
ビ
キ
ニ
の
安
全
性
を
め
ぐ
る
再
調
査
を
要
求
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
一
九
七
〇
年
四
月
、
信
託
統
治
領
政
府
高
官
と
原
子
力

委
員
会
の
会
合
が
サ
イ
パ
ン
で
行
わ
れ
、
ビ
キ
ニ
の
状
況
が
米
政
府
関
係
者

の
間
で
検
討
さ
れ
た

。
「
島
は
居
住
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
」
が
、
コ
コ

(85)

ヤ
シ
な
ど
の
生
育
状
況
に
照
ら
し
、
自
立
し
た
生
活
に
目
途
が
立
た
な
い
こ

と
か
ら
、
再
居
住
は
一
九
七
三
年
ま
で
延
期
す
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。
さ

ら
に
一
部
参
加
者
に
よ
る
「
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
」
機
密
会
合
も
も
た
れ
、

ビ
キ
ニ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
土
壌
汚
染
レ
ベ
ル
が
議
論
さ
れ
た
。

一
九
七
二
年
一
〇
月
、
米
国
側
と
断
続
的
に
交
渉
を
続
け
て
い
た
ビ
キ
ニ

自
治
体
は
、
現
時
点
で
ビ
キ
ニ
に
集
団
帰
島
は
し
な
い
と
の
決
議
を
採
択
し

た

。
同
時
に
個
々
人
の
帰
島
は
妨
げ
な
い
と
の
方
針
が
示
さ
れ
、
ま
ず
三

(86)

家
族
が
帰
島
し
た
。
残
留
放
射
能
は
目
に
視
え
る
も
の
で
は
な
く
、
故
郷
に

戻
り
た
い
一
心
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
ビ
キ
ニ
で
は
「
井
戸
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
」
と
、
原
子
力
委
員

会
が
信
託
統
治
領
政
府
に
強
く
促
す
状
況
に
あ
っ
た

。
「
タ
コ
ノ
キ
や
パ

(87)

ン
ノ
キ
の
よ
う
な
、
そ
の
土
地
の
食
料
を
相
当
量
摂
取
し
た
場
合
、
内
部
被

曝
の
影
響
は
完
全
に
は
予
期
で
き
な
い
」

と
も
、
原
子
力
委
員
会
安
全
部

(88)

門
長
は
一
九
七
四
年
に
手
紙
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
ビ
キ
ニ
で
は
ヤ
シ
ガ
ニ
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の
摂
取
が
制
限
さ
れ
た

。
そ
う
し
た
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
「
居
住
は
可
能
」

(89)

と
、
帰
島
が
見
切
り
発
車
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
五
月
、
ビ
キ
ニ
の
代
表
者
は
、
集
団
で
の
帰
島
を
再
び
拒
否

し
、
十
分
な
補
償
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
ビ
キ
ニ
の
建
設
工
事
の
在
り
方

に
も
不
満
を
表
明
し
た

。
ま
た
、
第
三
者
に
よ
る
調
査
を
求
め
、
独
自
の

(90)

ル
ー
ト
で
ビ
キ
ニ
の
土
壌
は
日
本
の
科
学
者
に
渡
さ
れ
た
。
「
ビ
キ
ニ
は
居

住
に
適
さ
な
い
と
い
う
複
数
の
日
本
人
と
、
ビ
キ
ニ
の
代
表
の
息
子
が
接
触

し
て
い
る
」

と
、
ビ
キ
ニ
側
が
第
三
者
と
接
触
す
る
こ
と
を
、
原
子
力
委

(91)

員
会
の
ト
ミ
ー
・
マ
ッ
ク
ロ
ー
は
警
戒
し
て
い
た
。
原
水
禁
は
、
「
一
九
七

四
年
初
め
、
偶
然
の
機
会
に
入
手
し
た
ビ
キ
ニ
島
の
砂
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

異
常
に
強
い
放
射
能
を
検
出
し
た
」

と
発
表
し
た
。
解
析
に
携
わ
っ
た
環

(92)

境
学
の
市
川
定
夫
は
、
「
ビ
キ
ニ
島
の
土
壌
か
ら
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
六
六

八
〇
ベ
ク
レ
ル
も
の
セ
シ
ウ
ム
一
三
七
の
ほ
か
、
コ
バ
ル
ト
六
〇
な
ど
が
検

出
さ
れ
‥
‥
島
民
た
ち
が
常
食
し
て
い
る
コ
コ
ヤ
シ
の
果
実
か
ら
も
、
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
り
八
八
八
〇
ベ
ク
レ
ル
も
の
セ
シ
ウ
ム
一
三
七
が
検
出
さ
れ

た
」

と
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
は
、
全
面
的
な
環
境

(93)

調
査
を
要
求
し
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
、
ハ
ワ
イ
の
連
邦
地
裁
に
行
政
命
令

を
出
す
よ
う
調
停
を
依
頼
し
た

。
(94)

第
三
者
の
目
が
ビ
キ
ニ
に
入
り
始
め
る
な
か
、
ビ
キ
ニ
の
再
居
住
計
画
は

「
大
変
微
妙
な
状
況
」
に
な
っ
て
い
る
と
、
原
子
力
委
員
会
は
、
国
務
省
に

報
告
し
て
い
た

。
原
子
力
委
員
会
安
全
部
門
長
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
Ｂ
・
バ

(95)

イ
ル
ス
は
、
一
九
七
四
年
一
一
月
八
日
、
米
内
務
省
の
ス
タ
ー
ン
リ
ー
・
カ

ン
ペ
ン
タ
ー
に
書
簡
を
送
り
、
「
ビ
キ
ニ
島
に
暮
ら
し
、
そ
こ
で
育
っ
た
食

料
を
食
べ
る
組
み
合
わ
せ
で
は
、
以
前
の
調
査
で
予
測
さ
れ
て
い
た
年
間
被

曝
量
を
超
え
る
と
考
え
ら
れ
る
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。
さ
ら
に
同
書
簡

(96)

で
「
帰
島
し
た
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
の
被
曝
線
量
が
、
予
想
の
枠
内
に
収
ま
り
、

連
邦
基
準
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
調
査
結
果
が
出
る
ま
で
、
ビ
キ
ニ
本
島
で
こ
れ
以
上
の
住
宅
建

設
を
止
め
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。
一
九
七
五
年
に
追
加
調
査
が
行
わ
れ
、
ビ

キ
ニ
島
で
育
っ
た
タ
コ
ノ
キ
と
パ
ン
ノ
キ
は
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
結

論
が
導
か
れ
た

。
(97)

ビ
キ
ニ
の
人
び
と
は
集
団
で
一
斉
に
帰
島
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一

九
七
六
年
六
月
時
点
で
、
一
三
家
族
七
六
人
が
ビ
キ
ニ
に
戻
り
生
活
を
送
っ

て
い
た

。
「
ビ
キ
ニ
に
戻
れ
る
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
い
て
う
れ
し
か
っ
た

(98)

わ
。
母
と
母
の
兄
弟
姉
妹
が
ビ
キ
ニ
に
戻
っ
た
の
で
、
家
族
皆
で
つ
い
て
行

っ
た
。
う
れ
し
く
て
涙
が
出
た
の
よ
。
し
か
し
、
ビ
キ
ニ
の
生
活
は
以
前
と

は
違
っ
た
」

と
、
ビ
キ
ニ
に
帰
島
し
た
リ
ー
ロ
ッ
ク
は
語
る
。

(99)

一
九
七
六
年
、
ビ
キ
ニ
の
帰
島
者
を
対
象
に
し
た
調
査
で
、
複
数
の
人
の

尿
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た

。
さ
ら
に
一
九
七
七
年
、
七
八
年

(100)

の
帰
島
者
調
査
で
、
セ
シ
ウ
ム
一
三
七
の
体
内
蓄
積
の
増
加
が
確
認
さ
れ
、

ビ
キ
ニ
島
で
食
料
採
取
が
禁
止
さ
れ
た

。
ま
た
食
料
だ
け
で
な
く
、
い
か

(101)

な
る
目
的
で
も
ビ
キ
ニ
本
島
の
コ
コ
ヤ
シ
は
利
用
し
な
い
よ
う
、
帰
島
住
民

に
警
告
が
出
さ
れ
た

。
代
わ
り
に
、
缶
詰
を
中
心
と
し
た
緊
急
援
助
用
食

(102)

糧
が
、
米
国
か
ら
帰
島
住
民
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
八
年
、
つ
い
に
内
務
省
は
、
「
ビ
キ
ニ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
び
と

は
可
能
な
限
り
迅
速
に
移
住
さ
せ
る
べ
き
」
と
、
ビ
キ
ニ
を
再
閉
鎖
す
る
方

針
を
示
し
た

。
内
務
省
は
住
民
に
対
し
、「
こ
の
先
数
一
〇
年
に
わ
た
り
、

(103)

ビ
キ
ニ
島
は
人
の
居
住
に
適
さ
な
い
こ
と
が
今
は
知
ら
れ
て
お
り
、
最
近
の

情
報
で
は
、
ビ
キ
ニ
環
礁
の
エ
ニ
ュ
ー
島
も
ま
た
居
住
に
適
さ
な
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
」
と
説
明
し
た

。
再
閉
鎖
の
知
ら
せ
に
、
ヘ
ン
チ
・
バ
ロ
ス
は
、

(104)
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「
六
八
年
に
は
大
統
領
み
ず
か
ら
安
全
宣
言
。
七
〇
年
に
は
、
さ
あ
準
備
が

で
き
ま
し
た
、
島
に
お
帰
り
下
さ
い
。
七
五
年
に
は
、
ち
ょ
っ
と
毒
が
出
た

が
、
ま
あ
大
丈
夫
。
七
七
年
に
な
る
と
食
物
は
外
部
の
も
の
に
し
よ
う
。
そ

し
て
今
度
は
、
島
に
帰
る
な
、
出
て
行
け
。
い
っ
た
い
こ
れ
は
ど
う
い
う
つ

も
り
だ
」

と
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
。

(105)

「
空
間
ガ
ン
マ
線
量
の
み
を
重
視
し
‥
‥
人
工
放
射
性
核
種
特
有
の
生
体

内
、
人
体
内
へ
の
蓄
積
・
濃
縮
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
体
内
被
曝
の
重

大
さ
を
無
視
し
て
い
た
」

と
、
自
然
科
学
の
見
地
で
米
政
府
の
誤
り
を
市

(106)

川
定
夫
は
指
摘
す
る
。
「
あ
の
時
、
ど
れ
く
ら
い
被
曝
し
て
い
た
の
か
わ
か

ら
な
い
」

と
、
五
歳
か
ら
七
歳
に
か
け
て
二
年
間
ビ
キ
ニ
で
暮
ら
し
て
い

(107)

た
ヒ
ン
ト
ン
は
不
安
を
口
に
す
る
。

一
九
七
八
年
八
月
、
ビ
キ
ニ
は
つ
い
に
再
び
閉
鎖
さ
れ
た
。
帰
島
し
て
い

た
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
は
、
再
び
キ
リ
島
に
戻
っ
た
が
、
「
牢
獄
の
島
」
と
も

呼
ば
れ
る
キ
リ
島
で
再
び
生
活
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
人
が
い
た
。
か
れ
ら
は

マ
ジ
ュ
ロ
環
礁
の
エ
ジ
ッ
ト
島
に
移
住
し
た
。

「
核
の
ゴ
ミ
」
の
誘
致
計
画

住
民
の
帰
島
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
後
、
ビ
キ
ニ
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
政
府

関
係
者
の
間
で
、
核
廃
棄
物
の
処
分
場
建
設
が
検
討
さ
れ
た
。
核
廃
棄
物
だ

け
で
な
く
、
産
業
廃
棄
物
、
大
都
市
の
ゴ
ミ
、
あ
る
い
は
油
に
汚
染
さ
れ
た

ゴ
ミ
を
、
他
国
か
ら
受
け
入
れ
る
計
画
も
、
幾
度
と
な
く
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

で
は
浮
上
し
た

。
(108)

ビ
キ
ニ
内
部
で
も
、
核
廃
棄
物
処
理
場
の
話
が
持
ち
あ
が
っ
た
。
核
廃
棄

物
処
分
場
の
誘
致
に
積
極
的
に
動
い
た
の
は
、
一
九
七
五
年
以
降
ビ
キ
ニ
の

顧
問
弁
護
士
を
務
め
る
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ズ
ゴ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
ビ
キ

ニ
自
治
体
の
渉
外
担
当
を
務
め
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
ー
デ
ン
タ
ー
ル
は
、
「
核

廃
棄
物
の
処
理
場
建
設
を
め
ぐ
り
、
一
九
九
五
年
、
ビ
キ
ニ
の
人
び
と
が
集

う
大
規
模
な
住
民
集
会
が
開
か
れ
、
わ
た
し
は
反
対
で
、
顧
問
弁
護
士
と
の

間
で
大
論
争
を
繰
り
広
げ
た
」

と
回
顧
す
る
。

(109)

一
九
九
〇
年
代
半
ば
、
核
廃
棄
物
処
理
場
建
設
は
最
も
切
迫
し
た
局
面
を

迎
え
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
内
部
で
も
反
対
の
世
論
が
高
ま
り
を
見
せ
た
。

ビ
キ
ニ
の
住
民
も
、
核
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。

さ
ら
に
、
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
ヘ
ー
ゼ
ル
・
オ
リ
ア
リ
ー
長
官
（
当
時
）
が
、

核
拡
散
防
止
の
観
点
か
ら
反
対
を
表
明
し
た

。
そ
し
て
つ
い
に
、
マ
ー
シ

(110)

ャ
ル
諸
島
政
府
は
、
核
廃
棄
物
処
理
場
計
画
の
検
討
は
今
後
行
わ
な
い
こ
と

を
閣
議
決
定
し
た

。
(111)

ビ
キ
ニ
は
、
核
の
ゴ
ミ
処
理
場
で
は
な
く
、
一
九
九
六
年
、
ス
キ
ュ
ー
バ

ー
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

。
(112)

二
〇
一
〇
年
、
ビ
キ
ニ
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
三
年
八
月
、
筆
者
が
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
再
訪
し
た
と

き
、
ビ
キ
ニ
の
自
治
体
の
一
部
で
、
核
廃
棄
物
の
受
入
れ
が
、
再
び
二
〇
一

二
年
末
あ
た
り
か
ら
話
題
に
上
っ
て
き
て
い
る
と
の
情
報
を
つ
か
ん
だ
。
ビ

キ
ニ
自
治
体
長
の
ニ
イ
ジ
マ
・
ジ
ャ
モ
ー
レ
と
、
同
顧
問
弁
護
士
の
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
ワ
イ
ズ
ゴ
ー
ル
ら
の
間
で
話
し
合
わ
れ
た
と
言
う
。

そ
の
話
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
内
部
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
自
治
体
長
の
ニ
イ
ジ
マ
の
側
近
で
あ
る
グ
レ
ン
・
ル
イ
ス
、
前
自
治

体
長
の
ア
ル
ソ
ン
・
ケ
レ
ン
、
さ
ら
に
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
副
大

統
領
の
ト
ニ
ー
・
デ
ブ
ル
ム
ら
の
耳
に
は
入
っ
て
い
た

。
(113)
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ビ
キ
ニ
住
民
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
核
廃
棄
物
の

受
け
入
れ
を
拒
否
し
、
「
核
廃
棄
物
処
理
場
計
画
の
検
討
は
行
わ
な
い
」
と

の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
政
府
の
閣
議
決
定
が
あ
る
。
ま
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
住

民
、
さ
ら
に
太
平
洋
の
近
隣
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
反
発
も
予
想

さ
れ
、
世
界
遺
産
登
録
と
の
整
合
性
も
当
然
な
が
ら
問
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
ビ
キ
ニ
に
核
廃
棄
物
を
受
入
れ
る
こ
と
が
、
現
実
の
政
策
に
な
る
と

は
、
現
段
階
で
は
と
う
て
い
考
え
に
く
い
。

し
か
し
、
「
ど
う
せ
放
射
能
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
戻
れ
な
い
の
だ

か
ら
、
放
射
能
汚
染
物
質
を
受
入
れ
る
」
と
の
発
想
が
再
び
頭
を
も
た
げ
て

い
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
。
ビ
キ
ニ
に
戻
り
暮
ら
す
こ
と
が
、
ま
す
ま

す
遠
の
い
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

「
わ
た
し
を
故
郷
に
連
れ
て
行
っ
て
。
ビ
キ
ニ
の
人
が
ビ
キ
ニ
で
生
活
を

し
て
い
た
あ
の
日
に
連
れ
戻
し
て
」

と
、
筆
者
に
ビ
キ
ニ
を
想
う
歌
を
聞

(114)

か
せ
た
ネ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
、
望
郷
の
念
を
持
ち
続
け
て
い
る
ビ
キ
ニ
の
人

は
当
然
な
が
ら
い
る
。
「
ビ
キ
ニ
が
毒
さ
れ
て
い
る
と
は
俺
は
思
わ
な
い
。

ビ
キ
ニ
に
戻
る
ほ
う
が
い
い
。
キ
リ
は
、
ビ
キ
ニ
よ
り
も
っ
と
毒
さ
れ
て
い

る
」

と
、
移
住
先
で
イ
チ
ロ
ー
は
語
る
。

(115)

し
か
し
、
再
居
住
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
は
ビ
キ
ニ
の
内
部
で
、
ま
っ

た
く
見
ら
れ
な
い
。
ビ
キ
ニ
で
は
、
住
民
の
間
で
帰
る
と
い
う
こ
と
が
、
完

全
に
現
実
感
を
な
く
し
、
そ
の
気
力
す
ら
削
が
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。

他
方
、
ビ
キ
ニ
で
も
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
で
も
、
土
地
に
人
が
住
ん
で
い
な

く
て
も
、
今
な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
は
機
能
し
て
い
る
。
首
長
と
議
員
が

選
ば
れ
、
国
会
議
員
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
土
地
に
住
め
な
く

な
っ
て
も
、
土
地
が
も
つ
機
能
を
活
か
し
、
地
域
社
会
の
崩
壊
を
防
い
で
き

た
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

五

お
わ
り
に

―
被
曝
地
の
未
来
を
見
据
え
て

一
九
八
六
年
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
が
誕
生
し
て
以
降
、
水
爆
ブ
ラ

ボ
ー
が
爆
発
し
た
三
月
一
日
は
、
国
の
公
休
日
に
な
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ボ
ー

実
験
か
ら
半
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
二
〇
〇
三
年
、

同
公
休
日
の
名
称
が
、

“
N
uclear

V
ictim

s
R
em
em
brance

D
ay

”

か
ら“

N
uclear

S
urvivors

R
em
em
brance

D
ay

”

に
変
更
さ
れ
た
。
「
ビ
ク
テ
ィ
ム
」
か
ら
「
サ
バ
イ

バ
ー
ズ
」
へ
の
名
称
変
更
は
、
核
被
害
者
団
体
エ
ラ
ブ
で
中
心
的
に
動
い
て

い
た
ヒ
ロ
コ
や
レ
メ
ヨ
を
は
じ
め
と
す
る
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
女
性
の
要
求

で
あ
っ
た
。

「
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
」
は
、
単
に
生
存
者
を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
い
。
本

稿
で
浮
き
彫
り
に
し
て
き
た
苦
難
な
中
で
も
生
き
抜
い
て
き
た
軌
跡
が
、「
サ

バ
イ
バ
ー
ズ
」
の
言
葉
に
は
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
か

ら
も
苦
難
の
中
で
も
生
き
抜
い
て
い
く
決
意
が
、
「
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
」
の
言

葉
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ナ
ー
ド
ら
に
よ
る
一
連
の
医
学
調
査
の
も
と
で
、
被
曝
住
民
は
非
人
間

化
さ
れ
、
ま
さ
に
監
察
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
米
国
が
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
住
民
を
意
図
的
に
被
曝
さ
せ
た
か
否
か
は
、
今
後
も
慎
重
に
精
査
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
被
曝
の
そ
の
後
、
米
国
が
被
曝
住
民
の
治

療
を
せ
ず
、
被
曝
デ
ー
タ
の
収
集
を
計
っ
て
き
た
こ
と
は
、
明
白
な
る
事
実

で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
か
れ
ら
は
泣
き
寝
入
り
し
続
け
て
き
た
わ
け

で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

浮
き
彫
り
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
被
害
者
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
声
を
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上
げ
、
国
境
を
越
え
た
連
携
を
築
き
、
超
大
国
の
米
国
を
相
手
に
、
サ
バ
イ

バ
ー
ズ
と
し
て
生
き
て
き
た
。
外
部
社
会
の
目
と
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
自

ら
で
生
き
抜
く
道
を
切
り
開
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
レ
メ
ヨ
は
、
米
国
と
自
分
た
ち
と
の
関
係
を
、
象
（
米

国
）
と
蟻
（
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）
に
例
え
る
。
核
大
国
、
超
大
国
で
あ
る
米

国
と
い
う
巨
象
を
相
手
に
、
蟻
で
あ
る
住
民
の
抵
抗
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
。
象
に
踏
み
つ
け
ら
れ
る
こ
と
、
逃
げ
惑
う
こ
と
、
あ
る
い
は
恐
れ
を
抱

き
沈
黙
し
た
り
、
従
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
。
権
力
の
比
重
に
お
い
て
非

対
照
の
関
係
に
あ
る
二
者
の
間
で
は
、
被
曝
は
矮
小
化
さ
れ
問
題
化
す
ら
さ

れ
ず
、
不
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
も
、「
安

全
」
や
「
大
丈
夫
」
と
の
言
説
は
繰
り
返
し
流
布
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と
は
、
コ
ナ
ー
ド
ら
「
専
門
家
」
の
言

説
に
自
ら
の
生
き
方
や
考
え
方
を
一
方
的
に
預
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
生
活
実
感
を
出
発
点
に
、
医
学
調
査
に
疑

義
を
提
起
し
、
共
同
体
の
生
存
を
か
け
、
外
部
社
会
と
つ
な
が
り
理
解
者
を

得
て
き
た
。
被
曝
問
題
を
対
米
関
係
の
枠
組
み
に
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
く
、

外
に
開
き
、
第
三
者
の
目
を
主
体
的
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
蟻
と

し
て
の
知
恵
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
核
大
国
の
米
国
に
操
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
こ

れ
か
ら
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
と
い
う
自
治
の
精
神
が
綿
々
と
息
づ
い
て
い

た
。
そ
う
し
て
生
き
抜
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
大
国
米
政
府
に
対
し
て
交
渉

の
扉
を
開
き
、
医
学
の
追
跡
調
査
を
一
部
改
善
さ
せ
、
治
療
の
要
素
が
加
わ

り
、
新
た
な
健
康
管
理
制
度
が
構
築
さ
れ
る
力
に
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

「
住
む
に
は
安
全
」
と
言
っ
て
き
た
米
政
府
に
対
し
、
第
三
者
の
調
査
を
認

め
さ
せ
再
居
住
計
画
の
着
手
ま
で
導
い
た
。

自
分
た
ち
か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
未
来
を
切
り
拓
き
、
再
居
住
計

画
の
扉
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
再
居
住
計
画
は
、
被
曝
地
の
未
来
を
約
束

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
再
居
住
の
主
導
権
が
米
政
府
側
に
奪
わ
れ
、
現

行
の
再
居
住
計
画
は
、
新
た
な
強
制
移
住
の
側
面
さ
え
見
せ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
再
居
住
計
画
ま
で
導
い
た
住
民
側
の
抵
抗
や
要
求
は
、
挫
折
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
住
民
側
の
抵
抗
と
要
求
は
、
土
地
が
も
つ
機
能
を

取
り
戻
そ
う
と
し
た
軌
跡
で
あ
り
、
被
曝
を
背
負
い
な
が
ら
、
土
地
が
も
つ

多
様
な
機
能
を
ど
う
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
、
今
は
そ
の
葛
藤
の
中
に
あ
る

と
言
え
よ
う
。
期
限
を
切
っ
た
帰
島
を
米
国
が
迫
っ
て
も
、
ど
こ
で
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
を
立
て
る
の
か
、
住
民
は
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
求
め
、
自
分
た

ち
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
帰
島
計
画
は
米
国
側
が
描
い

た
ペ
ー
ス
で
は
全
く
進
ん
で
い
な
い
。

再
居
住
計
画
を
め
ぐ
っ
て
は
、
元
々
の
土
地
に
戻
る
か
、
戻
ら
な
い
の
か

に
世
間
の
注
目
は
集
ま
る
。
し
か
し
、
帰
る
か
、
帰
ら
な
い
か
の
二
者
択
一

的
に
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
故
郷
の
土
地
が
持
つ
機
能
を
ど
う
取
り
戻
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
過
程
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
再
居
住
は
残
留
放
射
能
の
数
値
だ
け
で
測
れ
る
ほ
ど
、
事
は
単
純

で
は
な
い
。
再
居
住
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
住
民
が
そ
の
土
地
で
築
い
て
き
た

文
化
、
こ
れ
ま
で
体
験
し
て
き
た
歴
史
、
住
民
の
心
、
さ
ら
に
は
政
治
的
、

経
済
的
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
う
。

「
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
」
と
し
て
生
き
る
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
。
ビ
キ

ニ
の
再
居
住
計
画
は
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
失
敗
に
終
わ
り
、
ビ
キ
ニ
は
再

閉
鎖
さ
れ
た
。
住
民
は
、
被
曝
か
ら
完
全
に
逃
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
な
か
被
曝
を
背
負
い
「
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
」
と
し
て
生
き
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
も
、
ま
た
現
実
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
被
曝
と
い
う
現
実
に
対
し
、
抵
抗
し
て
生
き
抜
く
だ
け
で
な
く
、

核
・
原
子
力
開
発
を
推
進
す
る
権
力
に
寄
り
添
い
、
生
き
抜
こ
う
と
す
る
動

き
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
な
か
で
も

見
ら
れ
る
が
、
ビ
キ
ニ
で
は
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
象
徴
が
、
本
稿
で
浮

き
彫
り
に
し
た
核
廃
棄
物
の
誘
致
で
あ
る
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
、
再
居
住
計
画
が
実
施
さ
れ
た
ロ
ン
ゲ

ラ
ッ
プ
、
こ
れ
ら
の
被
曝
地
は
こ
の
先
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

今
後
と
も
引
き
続
き
、
被
曝
地
の
未
来
を
見
据
え
た
研
究
を
進
め
て
い
く
。

ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
や
ビ
キ
ニ
で
は
、
被
曝
が
原
因
で
、
自
分
た
ち
の
土
地
に
住

め
な
く
な
っ
て
も
、
土
地
が
も
つ
機
能
を
活
か
し
、
地
域
社
会
の
崩
壊
を
防

ぎ
、
地
域
を
未
来
に
つ
な
げ
て
き
た
。
そ
の
歩
み
は
、
今
後
よ
り
注
目
し
、

考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
論
じ
て
き
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
問
題
は
、
太
平
洋
の
小
さ
な
島

の
か
わ
い
そ
う
な
問
題
で
は
到
底
か
た
づ
け
ら
れ
ま
い
。
福
島
第
一
原
発
事

故
の
そ
の
後
、
出
現
し
つ
つ
あ
る
現
実
と
も
交
差
す
る
。
そ
う
し
た
な
か
、

世
界
各
地
の
核
被
害
に
直
面
し
て
い
る
人
と
そ
の
支
援
者
を
結
ぶ
グ
ロ
ー
バ

ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
実
践
に
、
今
後
踏
み
出
し
て
い
く
。
そ
の
一
歩
と
し
て
、

二
〇
一
四
年
三
月
一
日
、
福
島
の
原
発
問
題
に
直
面
す
る
当
事
者
と
と
も
に
、

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
六
〇
年
の
日
を
わ
た
し
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
迎
え
る
予

定
で
あ
る
。
被
曝
と
ど
う
向
き
合
い
、
生
き
て
、
未
来
を
拓
い
て
い
く
の
か
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
こ
れ
か
ら
も
学
び
続
け
て
い
き
た
い
。

注

例
え
ば
中
国
新
聞
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
取
材
班
『
世
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』
講
談

1
社
、
一
九
九
一
年
や
、
豊
﨑
博
光
『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
エ
イ
ジ

―
地
球
被
曝
は

じ
ま
り
の
半
世
紀
』
築
地
書
館
、
一
九
九
五
年
な
ど
を
参
照
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
は
、
各
地
の
被
曝
問
題
を
結
ぶ
概
念
で
あ
る
が
、

2
す
べ
て
同
様
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
被
曝
と
い
う
共
通
項
で

結
び
、
同
じ
議
論
の
遡
上
に
載
せ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
性
や
特
色
、
あ
る
い
は

差
異
が
、
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る
。

舟
橋
喜
惠
「
広
島
は
疲
れ
て
い
る
」
『H

iroshim
a
R
eserch

N
ew
s

』
広
島
平

3
和
研
究
所
、
通
巻
二
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
一
頁
。

石
田
忠
の
原
爆
被
害
者
の
生
活
史
調
査
と
「
原
爆
と
人
間
」
の
視
点
は
、
石

4
田
忠
『
原
爆
体
験
の
思
想
化

―
反
原
爆
論
集
Ⅰ
』
、
『
原
爆
被
害
者
援
護
法

―
反
原
爆
論
集
Ⅱ
』
未
来
社
、
一
九
八
六
年
を
参
照
。

原
爆
被
害
者
の
生
活
史
調
査
は
、
濱
谷
正
晴
「
原
爆
被
害
者
問
題
の
社
会
調

5
査
史
」
石
川
淳
志
・
橋
本
和
孝
・
濱
谷
正
晴
編
著
『
社
会
調
査
―
歴
史
と
視
点
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
四
年
、
二
七
三
―
三
一
〇
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。飯

島
伸
子
『
環
境
社
会
学
の
す
す
め
』
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
五
年
、

6
一
〇
頁
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
中
原
聖
乃
・
竹
峰
誠
一
郎
『
核
時

7
代
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

―
社
会
・
文
化
・
歴
史

そ
し
て
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』
凱
風

社
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
。

前
田
哲
男
『
非
核
太
平
洋

被
爆
太
平
洋

―
新
編

棄
民
の
群
島
』
筑
摩
書

8
房
、
一
九
九
一
年
、
一
六
五
頁
。

同
右
『
フ
ク
シ
マ
と
沖
縄
』
高
文
研
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
〇
頁
。

9

二
〇
一
三
年
八
月
二
三
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
首
都
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き

10
し
た
。

二
〇
一
三
年
八
月
五
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

11
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L
aw
rence

L
iverm

ore
N
ational

L
aboratory

“
L
L
N
L
reserch

at
M
arshall

12Islands
could

lead
to

resettlem
ent, ”

N
ew
s
R
elease:

F
or

Im
m
ediate

R
elease,

F
eb.11,

2010.

「
来
年
末
に
も
希
望
者
帰
島

核
実
験
で
死
の
灰
降
っ
た
環
礁
」『
共
同
通
信
』

13
二
〇
一
一
年
六
月
一
五
日
配
信
。

「
核
実
験
の
地

除
染
進
む
」
『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
一
年
九
月
九
日
。

14

中
原
聖
乃
『
放
射
能
難
民
か
ら
生
活
圏
再
生
へ

―
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
フ
ク

15
シ
マ
へ
の
伝
言
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
四
九
頁
。

同
右
、
一
三
三
―
一
五
六
頁
を
参
照
。

16

二
〇
〇
三
年
九
月
一
四
日
、
ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
環
礁
イ
バ
イ
島
で
お
聞
き
し
た
。

17

同
右
。

18

L
E
T
T
E
R
T
O
E
J
B
A
U
S
E
R
,
S
U
B
JE
C
T
:
M
E
D
IC
A
L
S
T
A
T
U
S
O
F

19M
A
R
S
H
A
L
L
E
S
E
F
R
O
M
3/1/54

T
E
S
T
A
T
B
IK
IN
I,
A
uthor:

B
L
O
C
H
,
E
.
J,

1969
S
ep
22,

D
epartm

ent
of
E
nergy,

O
pen

N
et
S
ystem

(

以
下
、D

O
E

O
penN

et ),
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0717576.

T
H
Y
R
O
ID

A
B
S
O
R
B
E
D

D
O
S
E
F
O
R
P
E
O
P
L
E
A
T
R
O
N
G
E
L
A
P
,

20U
T
IR
IK
,
A
N
D
S
IF
O
O
N
M
A
R
C
H
1,1954,

A
uthor:

L
E
S
S
A
R
D
,
E
.
T
.,

D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0403551.

S
T
U
D
Y
O
F
R
E
S
P
O
N
S
E
O
F
H
U
M
A
N
B
E
IN
G
S
A
C
C
ID
E
N
T
A
L
L
Y

21E
X
P
O
S
E
D

T
O

S
IG
N
IF
IC
A
N
T

F
A
L
L
O
U
T

R
A
D
IA
T
IO
N
,
A
uthor:

C
R
O
N
K
IT
E
,
E
.
P
et
al.,

1954
O
ct
31
and

1954
A
pr
29,

D
O
E
O
penN

et,

A
ccession

N
um
ber:

N
V
0726276/

A
L
L
A
0007412.

「
致
死
放
射
線
量
を
推
定

『
広
島
・
長
崎
』
と
比
較

米
の
ビ
キ
ニ
核
実

22
験
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
一
月
六
日
。

T
H
E
M
E
T
A
B
O
L
IS
M
IN

D
A
IR
Y
C
O
W
S
O
F
F
IS
S
IO
N
P
R
O
D
U
C
T
S
,

23
A
uthor:

S
Q
U
IR
E
,
H
.M
.
et
al.,

1959
S
ep
25,

D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0040463.

A
D
V
IS
O
R
Y
C
O
M
M
IT
T
E
E
O
N
B
IO
L
O
G
Y
A
N
D
M
E
D
IC
IN
E
,
1956

Jan

2413,
D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0750059.

M
IN
U
T
E
S
56

T
H

M
E
E
T
IN
G

A
D
V
IS
O
R
Y

C
O
M
M
IT
T
E
E

F
O
R

25B
IO
L
O
G
Y
A
N
D
M
E
D
IC
IN
E
,
M
A
Y
26-27,

1956,
A
uthors:

F
A
IL
L
A
,
G
.

et.
al.,
D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0411749.

L
etter

from
John

A
njain

to
A
m
ata

K
abua,

S
ubject:

T
he
situation

on

26R
ongelap

in
F
ile

:
T
T
-N
ational

D
efense

7,
R
ongelap

&
U
tirik

A
tolls

(P
t.-2

),
C
entral

F
iles,

1951-71
T
rust

T
erritories,

E
ntry

3,
B
ox
415,

R
G

126,
N
ational

A
rchives

at
C
ollege

P
ark,

M
aryland.

二
〇
〇
三
年
九
月
一
四
日
、
ク
ワ
ジ
ェ
リ
ン
環
礁
イ
バ
イ
島
で
お
聞
き
し
た
。

27

M
A
R
C
H
1957

M
E
D
IC
A
L
S
U
R
V
E
Y
O
F
R
O
N
G
E
L
A
P
A
N
D
U
T
IR
IK

28P
E
O
P
L
E
T
H
R
E
E
Y
E
A
R
S
A
F
T
E
R
E
X
P
O
S
U
R
E
T
O
R
A
D
IO
A
C
T
IV
E

F
A
L
L
O
U
T
,
A
uthors:

C
O
N
A
R
D
,
R
.
A
.
et
al.,

D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0404569.

“
R
ongelap

C
ouncil

M
eeting

of
M
arch

2,
1959,

D
r.
C
anard,

D
r.
H
eld,

29and
M
orriss

present
”

in
F
ile

（
以
下
、
前
掲
・
注
二
六
）.

同
右
。

30

ウ
ェ
ル
サ
ム
、
ア
イ
リ
ー
ン
（
渡
辺
正
＝
訳
）『
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
フ
ァ
イ
ル
（
上
・

31
下
巻
）
』
翔
泳
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

前
田
哲
男
、
前
掲
（
注
八
）
、
二
二
頁
を
参
照
。

32

「
人
体
実
験
消
え
ぬ
疑
惑
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
一
月
二
〇
日
を
参
照
。

33

豊
﨑
博
光
『
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

核
の
世
紀

―
一
九
一
四
―
二
〇
〇
四
（
下

34
巻
）
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
一
九
―
二
〇
頁
。
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原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
調
査
団
『
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
に

35
よ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
民
の
被
曝
調
査
報
告
』
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
、

一
九
七
二
年
。

前
田
哲
男
責
任
編
、
高
橋
博
子
・
竹
峰
誠
一
郎
・
中
原
聖
乃
編
著
『
隠
さ
れ

36
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ

―
検
証
＝
裁
き
な
き
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
』
凱
風
社
、
二
〇
〇

五
年
、
三
三
〇
頁
。

T
W
X

T
O

A
M
B
A
S
S
A
D
,
S
U
B
JE
C
T
:
R
E
M
E
D
IC
A
L
T
E
A
M

T
O

37R
O
N
G
E
L
A
P
,
D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0402211.

桐
生
広
人
『
南
の
島
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』
リ
ベ
ル
タ
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
一

38
四
四
頁
。

L
E
T
T
E
R
T
O
R
C
O
N
A
R
D
,
S
U
B
JE
C
T
:
T
R
E
A
T
M
E
N
T
O
F
A
T
O
M
IC

39B
O
M
B
V
IC
T
IM
S
A
N
D
A
T
T
E
M
P
T
S
T
O
E
N
D
T
H
E
N
U
C
L
E
A
R
T
H
R
E
A
T

IN
T
H
E
P
A
C
IFIC

,
A
uthor:

A
N
JA
IN
,
N
.,
1975

A
pr
09,

D
O
E
O
penN

et,

A
ccession

N
um
ber:

N
V
0401976.

C
ongress

of
M
icronesia.

S
pecial

Joint
C
om
m
ittee

C
oncerning

R
ongelap

40and
U
tirik

A
tolls

ed.
Interim

report,
1972,

available
at
U
niversity

of

H
aw
aii
at
M
anoa

H
am
ilton

L
ibrary.

“
Program

s
A
ffecting

the
Program

”
in
FA
L
L
O
U
T
,T
H
E
E
X
PE
R
IE
N
C
E
S
O
F

41A
M
E
D
IC
A
L
T
E
A
M
IN
T
H
E
C
A
R
E
O
F
A
M
A
R
SH
A
L
L
E
SE
PO
PU
L
A
T
IO
N

A
C
C
ID
E
N
T
L
Y
E
X
PO
SE
D
T
O
FA
L
L
O
U
T
R
A
D
IA
T
IO
N
,A
uthor:

C
O
N
A
R
D
,R
.

A
,1992

Sep
30,D

O
E
O
penN

et,A
ccession

N
um
ber:N

V
0400379.

“
L
E
T
T
E
R
T
O
P
C
O
L
E
M
A
N
,
SU
B
JE
C
T
:
H
E
A
L
T
H
C
A
R
E
C
O
M
PL
A
IN
T
S

42B
Y
T
H
E
PE
O
PL
E
L
IV
IN
G
O
N
U
T
IR
IK

A
N
D
R
O
N
G
E
L
A
P
A
T
O
L
L
S
”

A
uthors:

L
iverm

an
J.
L
.,
1976

O
ct
18,

D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0401342.

M
E
M
O
T
O
M
U
L
T
IP
L
E
A
D
D
R
E
S
S
E
E
S
,
S
U
B
JE
C
T
:
H
E
A
L
T
H
C
A
R
E

43P
R
O
G
R
A
M
F
O
R
T
H
E
M
A
R
S
H
A
L
L
IS
L
A
N
D
S
,
A
uthor:

W
A
C
H
H
O
L
Z
,
B
.

W
.,
1980

A
ug
19,

D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0402869.

B
air,

W
illiam

J.,
M
elelen

radiation
ilo
ailin

̄ ko
ituiōn

̄ ilo
M
ajōl,

ko
rar

44etali
ilo
1978

(T
he
m
eaning

of
radiation

for
those

atolls
in
the

northern

part
of
the

M
arshall

islands
that

w
ere

surveyed
in
1978 )

,
U
.S
.
D
ept.

of

E
nergy,

1982,
available

at
U
niversity

of
H
aw
aii
at
M
anoa.

同
右
、
八
―
九
頁
。

45

島
田
興
生
『
還
ら
ざ
る
楽
園

―
ビ
キ
ニ
被
曝
四
〇
年

核
に
蝕
ま
れ
て
』
小

46
学
館
、
一
九
九
四
年
、
八
八
頁
。

豊
﨑
博
光
、
前
掲
（
注
三
四
）
、
三
〇
八
―
三
一
三
頁
を
参
照
。

47

“
R
ongelap

R
adiation

D
anger

E
xaggerated? ”

T
he

M
arshall

Islands

48Journal,
1985.05.03.

R
ight

L
ivelihood

A
w
ard

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ<http://w

w
w
.rightlivelihood.org >

49
の“

laureate
”

に
歴
代
受
賞
者
と
受
賞
理
由
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
賞
は
、

反
原
発
運
動
を
リ
ー
ド
し
、
市
民
科
学
者
の
道
を
切
り
拓
い
た
高
木
仁
三
郎
氏

に
も
贈
ら
れ
て
い
る
。

A
greem

ent
R
egarding

U
nder

S
tates

A
ssistance

in
the

R
esettlem

ent
of

50R
ongelap

C
oncluded

betw
een

the
U
nited

S
tates

D
epartm

ent
of
the

Interior

and
R
ongelap

A
toll

L
ocal

G
overnm

ent.

R
M
I-U
S
C
om
pact

of
F
ree
A
ssociation

,
S
ection

177.
51

S
ee
A
greem

ent
B
etw
een

the
G
overnm

ent
of
the

U
nited

S
tates

and
the

52G
overnm

ent
of
the

M
arshall

Islands
for
the

Im
plem

entation
of
S
ection

177

of
the
C
om
pact

of
F
ree
A
ssociation.

二
〇
一
三
年
五
月
七
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

53
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二
〇
〇
三
年
八
月
二
〇
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

54

二
〇
一
三
年
五
月
一
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

55

二
〇
一
三
年
五
月
五
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

56

二
〇
一
三
年
五
月
三
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

57

二
〇
一
三
年
五
月
四
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

58

二
〇
一
三
年
五
月
七
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

59

L
aw
rence

L
iverm

ore
N
ational

L
aboratory, “

R
ongelap

A
toll

”
in

60M
arshall

Islands
D
ose

A
ssessm

ent
&
R
adioecology

P
rogram

,
available

at
<

https://m
arshallislands.llnl.gov >

,
last

m
odified:

23,
July,

2012.

二
〇
〇
三
年
八
月
二
〇
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

61

二
〇
一
三
年
五
月
二
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

62

二
〇
〇
三
年
九
月
一
五
日
、
イ
バ
イ
島
で
お
聞
き
し
た
。

63

二
〇
一
三
年
五
月
五
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

64

L
etter

from
N
ikolao

I.
P
ula

Jr.
to
Jam

es
M
atayoshi,

M
arch

29,
2010.

65

二
〇
一
三
年
五
月
七
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

66

L
etter

from
A
nthony

M
.
B
abauta

to
Jam

es
M
atayoshi,

M
ay
6,
2011.

67

二
〇
一
三
年
五
月
三
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

68

同
右
。

69

二
〇
一
三
年
五
月
二
日
、
マ
ジ
ュ
ロ
で
お
聞
き
し
た
。

70

See
“
H
atchery

is
big

step
for

R
M
I
”
in
The

M
arshall

Islands
Journal,

712013.08.30.

二
〇
〇
三
年
九
月
三
〇
日
、
キ
リ
島
で
お
聞
き
し
た
。

72

同
右
。

73

M
E
M
O
T
O
W
W
E
Y
Z
E
N
,
S
U
B
JE
C
T
:
D
O
I
IN
T
E
R
E
S
T
E
D
IN
D
O
IN
G

74S
O
M
E
T
H
IN
G
A
B
O
U
T
P
L
5-52,

A
uthor:

C
O
N
A
R
D
,
B
,
1978

M
ar
06,

D
O
E
O
penN

et,
A
ccession

N
um
ber:

N
V
0706436.

“
P
relim

inary
A
nthropologist's

R
eport-

B
ikini

A
toll

S
urvey

1967
”

75Jack
A
.
T
obin

in
N
O
T
E

B
Y

T
H
E

S
E
C
R
E
T
A
R
Y
,
S
U
B
JE
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